
ア
ラ
ブ
征
服
期
に
お
け
る
エ
ジ
プ
ト
の
税
制
に
つ
い
て
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清

水

誠

【
要
約
目
　
初
期
イ
ス
ラ
…
ム
の
税
制
史
に
関
し
て
、
り
・
ρ
O
§
ロ
。
算
は
重
要
な
研
究
を
残
し
た
が
、
ム
ス
リ
ム
の
伝
承
資
料
を
無
批
判
に
利
蝕
し
た
こ

と
と
、
征
服
当
初
か
ら
ウ
マ
イ
や
朝
中
期
に
至
る
ま
で
の
税
制
の
墨
黒
と
い
う
点
を
あ
ま
り
考
慮
し
な
か
っ
た
こ
と
の
た
め
に
、
彼
の
研
究
は
出
発
点
か

ら
多
く
の
難
点
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ム
ス
リ
ム
の
伝
承
資
料
の
特
異
性
を
顧
慮
し
つ
つ
、
被
征
服
民
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
残
し
た

史
書
を
も
最
大
限
に
利
用
し
な
が
ら
、
ア
ラ
ブ
征
服
期
の
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
、
い
か
な
る
税
制
が
確
立
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
　
四
九
巻
＝
窟
写
　
　
｝
九
｛
ハ
｛
ハ
年
五
月

　
ア
ラ
ブ
・
ム
ス
リ
ム
軍
が
征
服
し
た
土
地
の
税
制
を
研
究
す
る
に

は
、
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
、
征
服
の
形
式
お
よ
び
こ
れ
を
め
ぐ
る

ム
ス
リ
ム
の
法
家
や
史
家
た
ち
の
論
争
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
エ
ジ
プ
ト
の
場
合
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
さ
き
に
発
表
し
た
拙
稿
「
ア
ラ
ブ
の
エ
ジ
プ
ト
征
服

を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
」
（
『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
一
四
号
）
で
扱
っ
た
。

そ
れ
で
本
稿
で
は
、
そ
の
続
編
と
し
て
、
ア
ラ
ブ
征
服
に
よ
っ
て
エ

ジ
プ
ト
に
ど
ん
な
税
制
が
生
ま
れ
た
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。
な
お

主
要
史
料
の
略
称
は
次
の
通
り
と
す
る
。

｝
3
⇔

H
ぴ
捧
ω
ρ
．
鳥

頃
麟
ド
麟
彰

切
磐
一
餌
瓢
¢
嵩

鴫
伊
．
名
銘

搾
寓
電
O
ゲ
三
一
①
。
。
　
（
け
づ
）
”
目
び
①
O
げ
8
巳
9
Φ
o
｛
｝
o
げ
詳

匹
ω
｝
6
℃
o
隔
累
簿
ご
”
び
○
⇔
畠
。
堂
お
H
g

H
げ
嵩
ω
斜
．
鳥
”
ρ
劉
同
㊤
げ
ρ
ρ
舞
巴
舜
藁
げ
扇
”
○
。
＜
o
同
こ
切
ρ
団
勘
戸

一
〇
α
刈
…
㎝
O
Q
■

ぎ
謬
．
〉
σ
自
巴
、
曇
ρ
犀
伊
ヨ
”
司
暮
呂
鑑
訪
村
考
貯
マ
霞
ρ
σ
q
鉱
び
讐

鈴
－
ρ
餌
プ
ぼ
2
同
O
①
ピ

巴
－
じ
ご
巴
餅
“
¢
嵩
臼
鳩
¢
感
7
巴
－
σ
巳
⊆
劉
員
ω
く
。
一
二
巴
－
ρ
2
1
げ
マ
P

お
毬
－
〔
お
8
〕
．

巴
歳
ρ
．
名
σ
ゴ
目
騨
、
識
骨
巴
之
脚
．
息
ぴ
が
輝
く
。
ご
切
至
愚
倉

一
〇
①
9
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ρ
げ
勲
嵩
　
　
　
伊
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－
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斜
び
ρ
嵩
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㊤
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ρ
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＜
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㊤
甲
ρ
餌
げ
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械
ρ
℃
一
〇
ω
○
◎
…
ω
⑩
ゆ

国
信
け
団
O
財
一
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0
。
　
円
」
け
楓
。
げ
一
眠
ω
”
国
¢
け
嘱
巳
副
は
男
芋
窪
猷
民
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び
騨
Φ
》
δ
×
9
出
α
臨
昌
一

　
　
　
　
　
　
跨
昌
ロ
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①
伊
け
①
以
峠
Φ
欝
咋
㊤
び
ρ
春
⊃
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二
G
d
財
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幌
函
紗
日
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O
ρ
（
同
㊤
㎝
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議
啓
℃
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囚
一
眠
傷
同
　
　
　
ρ
甲
渓
汐
O
ゴ
♂
く
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餌
ぴ
ン
R
學
び
切
ρ
《
場
醸
紗
H
㊤
α
り
層

ω
騨
≦
冒
庫
ω
　
　
ω
騨
辱
躍
⇔
ω
ぴ
．
ρ
春
野
肖
論
ρ
漁
2
．
”
麟
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簿
O
目
窪
。
｛
ゆ
群
O
や
9
葺
罫
融
，

　
　
　
　
　
　
o
ゲ
ω
○
暁
汁
げ
①
O
O
℃
賦
o
O
び
β
3
げ
o
h
｝
ざ
×
㊤
鐵
鳥
叫
貯
℃
｝
聴
㊤
瓢
。

　
　
　
　
　
　
け
こ
勺
9
霞
O
｝
○
α
q
営
○
識
Φ
類
伴
七
三
獄
＼
b
Ω
卿
餅
く
＼
ド
メ
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9
℃
ρ
ユ
ω
・

U
餌
げ
㊤
び
同
　
　
　
ρ
甲
層
相
プ
ρ
げ
同
”
日
曜
、
臨
ヴ
9
マ
H
巴
9
ー
ヨ
》
　
穿
く
○
囲
こ
　
ρ
甲
ρ
四
び
跨
増

　
　
　
　
　
　
一
ω
①
¶
i
の
Q
Q
頃
巳

彊
潔
伊
寸
　
　
　
巴
シ
内
9
ゆ
鵠
N
団
”
巴
－
難
生
馨
”
鼻
く
O
r
騨
で
ρ
餌
窯
同
ρ
”
嶺
ト
っ
蔭
頴
’

　
　
の．
6
騨
α
q
嵩
ぴ
貯
臼
　
H
σ
貰
8
ρ
町
団
ぼ
触
臼
”
翼
β
⑬
鋤
二
巴
，
N
似
臨
毒
噌
這
く
巳
こ
巴
9

　
　
　
　
　
　
ρ
9
ー
ゲ
貯
2
同
㊤
b
o
㊤
一
α
①
．

ω
償
団
餓
爲
　
　
　
㊤
ゲ
ω
β
団
α
葛
”
譲
煽
曽
μ
　
曽
甲
諺
巴
層
倒
α
ρ
d
卸
躊
ρ
け
σ
餌
同
レ
鶴
頚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
毒
9
－
甲
◎
餌
プ
ぜ
2
b
◎
〈
O
r
伊
ギ
ρ
助
げ
騨
ρ
日
Q
◎
N
一
訟
「

勺
図
影
閃
　
　
　
矧
㊤
℃
楓
H
麟
ω
二
目
臨
δ
嵩
。
σ
q
蜀
鉱
ロ
Φ
μ
国
離
ロ
器
H
伽
¢
容
げ
創
一
①

　
　
　
　
　
　
｝
償
。
。
累
¢
露
嶺
p
σ
q
”
〈
．
旨
閑
錠
ρ
σ
曾
。
①
げ
》
～
く
δ
二
日
Q
。
㊤
餅

O
Φ
口
⇔
¢
蒸
け
　
　
　
回
）
●
O
「
｝
）
①
雛
鐸
①
げ
け
”
O
O
⇔
く
Φ
H
Q
Q
一
〇
嵩
餌
轟
位
け
財
O
　
℃
O
嵩
8
9
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
一
昌
悔
斜
昌
累
回
Q
。
冨
ヨ
℃
頃
ρ
d
ぐ
餌
H
O
d
コ
貯
”
や
巴
①
ω
ω
”
H
O
㎝
ρ

　
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
の
税
書
史
に
関
し
て
、
か
な
り
突
こ
ん
だ
研
究

を
残
し
た
∪
●
O
．
∪
①
昌
ゆ
①
簿
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
つ
い
て
、
征
服
直

後
に
は
次
の
四
つ
の
制
度
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（
七
三
頁
）
。

　
一
、
ア
ラ
ブ
軍
は
コ
プ
ト
人
の
共
同
体
と
和
約
を
結
ん
だ
が
、
そ
れ
は
成

　
人
男
子
一
人
当
た
り
ニ
デ
ィ
ー
ナ
…
ル
と
地
積
一
フ
ェ
ヅ
ダ
ー
ソ
嶺
た
り

　
一
デ
ィ
ー
ナ
…
ル
の
率
に
も
と
つ
く
現
金
税
、
お
よ
び
土
地
の
生
産
物
に

　
対
す
る
現
物
税
の
支
払
い
、
ム
ス
リ
ム
の
た
め
の
食
物
お
よ
び
衣
類
の
特

　
尊
皇
出
と
款
待
の
義
務
を
条
件
と
す
る
。
こ
の
「
貫
道
」
は
総
額
で
は
な

　
く
て
課
税
率
を
意
味
す
る
。

　
二
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
は
武
力
で
征
服
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
ま
っ
た
く

　
征
服
軍
の
意
の
ま
ま
に
な
る
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
鐸
霧
9
、
騨
地
で
あ
る
。

　
三
、
ペ
ン
タ
ポ
リ
ス
℃
①
馨
昌
2
駐
は
毎
年
増
減
の
な
い
一
定
額
を
支
払

　
う
。
こ
の
．
地
域
は
．
接
α
（
契
約
）
地
で
あ
る
。

　
四
、
前
代
の
国
有
地
お
よ
び
税
吏
不
入
の
私
領
地
は
、
カ
リ
フ
、
ウ
マ
ル

　
が
イ
ラ
ー
ク
に
つ
い
て
行
な
っ
た
と
岡
じ
よ
う
に
没
収
さ
れ
た
。
の
ち
、

　
封
土
は
こ
の
土
地
か
ら
与
え
ら
れ
た
。

　
こ
の
U
Φ
口
P
Φ
ヰ
の
考
え
は
、
以
前
の
ρ
属
■
切
①
○
犀
銭
や
》
●

○
増
。
げ
ヨ
睾
⇔
の
説
と
多
く
の
点
で
対
立
す
る
。
そ
こ
で
彼
は
ニ
デ
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イ
ー
ナ
ー
ル
の
ジ
ズ
や
瞥
N
団
ρ
が
貢
納
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

頭
税
で
あ
る
か
の
問
題
を
始
め
と
し
て
、
論
争
点
を
逐
一
検
討
し
、

畠
説
の
証
拠
國
め
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
彼
の

推
論
の
根
底
に
は
、
つ
ね
に
右
の
四
つ
の
範
醇
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
の
税
制
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
、
か
な
り
の
評
価

を
得
て
い
る
U
魯
ロ
。
零
の
研
究
は
無
視
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
彼
の
説
の
批
判
を
行
な
う
こ
と
に
し
た
い
。

　
さ
て
、
第
一
の
コ
プ
ト
人
の
共
同
体
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
総
主
教
兼
行
政
富
の
O
饗
霧
（
9
型
鼠
渥
ρ
名
£
。
・
）
と
ア
ラ
ブ
征
服

軍
の
ア
ム
ル
、
諺
欝
欝
げ
◎
斜
劉
、
》
萌
と
の
あ
い
だ
で
結
ば
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
和
約
（
ス
ル
フ
）
、
す
な
わ
ち
以
下
の
条
件
か
ら
な
る
協
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
（
七
…
1
七
二
頁
）
。

ω
コ
プ
ト
人
の
全
成
丁
は
各
人
こ
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
入
口
税
（
原
文
で
は

ジ
ズ
ヤ
）
を
支
払
う
。
ω
子
供
、
老
人
、
婦
人
は
免
除
さ
れ
る
。
③
コ
プ

ト
人
は
ム
ス
リ
ム
に
対
し
三
日
間
の
款
待
を
す
る
。
ω
被
征
服
民
の
土
地
、

財
産
、
教
会
は
紋
奪
さ
れ
た
り
、
干
渉
さ
れ
た
り
し
な
い
。
㈲
ア
ラ
ブ
軍

は
望
む
場
瞬
に
駐
屯
地
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑥
土
地
所
有
者
は
ニ

デ
ィ
ー
ナ
…
ル
の
人
頭
税
の
抵
か
に
、
ム
ス
リ
ム
一
人
当
た
り
三
ア
ル
デ

ブ
の
小
菱
と
酢
、
蜜
、
オ
リ
ー
ブ
油
を
そ
れ
ぞ
れ
ニ
キ
ス
ト
ず
つ
供
給
す

　
る
。
⑦
土
地
所
有
者
は
ま
た
穀
物
～
地
一
フ
ェ
ッ
ダ
ー
ン
巌
た
り
一
デ
ィ
ー

　
ナ
ー
ル
乏
小
麦
二
分
の
一
ア
ル
デ
ブ
、
大
麦
ニ
ワ
イ
パ
、
も
し
く
は
一
ジ

　
ャ
リ
ー
ブ
当
た
り
一
デ
ィ
ー
ナ
…
ル
と
三
ア
ル
デ
ブ
の
穀
物
を
支
払
う
。

　
⑧
各
ム
ス
リ
ム
に
衣
服
↓
式
が
支
払
禰
さ
れ
る
。

U
窪
欝
①
津
は
た
だ
イ
ブ
ソ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ハ
ヵ
ム
囲
げ
昌
．
レ
び
α
巴
－

¢
巴
（
ρ
鐵
、
ス
ユ
ー
テ
ィ
ー
曽
甲
ω
9
図
9
貫
、
ヤ
ア
ク
ー
ビ
ー
斜
甲
鴫
勲
．
犀

ρ
卿
営
、
エ
ウ
チ
キ
ウ
ス
乱
離
汁
団
。
剛
は
⊆
ω
、
パ
ラ
ー
ズ
リ
ー
ρ
甲
切
巴
餌
畠
環
ユ

な
ど
が
伝
え
る
諸
伝
承
を
総
合
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
条
件
を
列
挙
し

て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
ム
ス
リ
ム
の
伝
承
資
料
を
こ
の

よ
う
に
無
批
判
に
用
い
る
の
は
、
き
わ
め
て
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。

資
料
と
し
て
採
用
す
る
前
に
、
そ
の
伝
承
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も

っ
て
い
る
か
、
あ
ら
か
じ
め
当
た
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

U
①
目
Φ
ヰ
が
こ
の
和
約
に
関
す
る
資
料
と
し
て
用
い
て
い
る
諸
伝

承
を
逐
次
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
エ
ウ
チ
キ
ウ
ス
、
ス
ユ
ー

テ
ィ
ー
の
記
事
は
、
イ
ブ
ソ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
バ
カ
ム
か
ら
の
援
用

に
す
ぎ
な
い
の
で
度
外
視
す
る
。

　
ま
ず
イ
ブ
ソ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
バ
カ
ム
で
、
和
約
の
内
容
を
伝
え

て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
左
記
の
よ
う
な
系
譜
を
も
っ
た
伝
承
で
あ

る
。
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◎
　
冗
罷
臨
轟
解
鯵
｝
一
・
量
！
二
二

　
0
一
昔
（
譲
ρ
銀
ヨ
Φ
9
9
餐
冨
骨
H
押
①
①
）

◎
嵐
・
藝
蒙
－
髪
長
ぎ
・
・
論
繁
び
聾
選
α
｝

　
↓
二
巴
乙
げ
’
瓢
ρ
鰹
ザ
毒
．
¢
け
ヨ
卿
β
ぴ
。
憩
9
1
凱
ヴ
（
朝
ρ
犀
ρ
旨
H
O
9
。
智
。
轡
蔵
嵩
駕

　
H
押
刈
9
国
蛋
酔
唄
〇
三
β
ω
H
押
b
O
ω
ー
ト
⊃
心
）

◎
〈
9
N
冠
げ
．
〉
瓢
綴
轡
瓢
び
↓
巴
8
帥
博
び
．
Q
Q
即
、
偽
↓
、
諺
ぴ
儀
》
嵩
巴
μ
ワ

　
0
巴
欝
（
H
由
帥
げ
伊
欝
り
　
瞬
O
鼻
．
　
琳
O
①
）

◎
畷
書
団
四
げ
・
蜜
避
溝
望
↓
〔
く
舘
冠
9
諺
σ
H
朝
勲
寓
蕊
↓
囲
げ
ロ
U
β
財
畠
．
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
↓
．
》
び
鳥
9
7
窯
鮎
酵
び
．
譲
霧
鐸
嵩
日
9
（
踏
9
犀
9
露
δ
画
誌
メ
。
眺
．
劇
諜
9
骨

　
押
這
卜
。
旧
H
押
刈
O
）

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
閥
接
的
に
、
す
な
わ
ち
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
征

服
に
関
す
る
伝
承
に
付
け
加
え
て
、
エ
ジ
プ
ト
全
体
の
ス
ル
フ
を
説

明
す
る
も
の
が
あ
り
、
次
の
伝
承
系
譜
を
も
っ
て
い
る
。

◎
巴
、
起
塁
勲
《
5
σ
・
ω
鼠
3
．
蜜
↓
巴
、
叔
帥
沼
謬
σ
’
1
8
ρ
乏
げ
四
ゆ
↓

｛
霧
髄
墾
毒
苞
募
憂
・
一
ξ
一
三

　
誌
餅
。
轡
姐
犀
異
押
卜
。
①
o
。
鴇
H
H
”
鳶
一
闘
暮
団
。
匡
器
H
押
ト
っ
0
）

こ
れ
ら
の
う
ち
、
＠
⑮
⑥
⑨
は
す
で
に
前
稿
で
そ
れ
ぞ
れ
第
一
、
第

二
、
第
四
、
第
三
の
伝
承
系
譜
と
し
て
紹
介
し
た
の
で
、
系
譜
の
検

　
　
　
　
　
　
⑤

討
は
省
略
す
る
。
⑥
の
く
簿
ε
、
魑
び
幽
寓
3
、
罎
⇔
影
は
、
ウ
マ
イ
や
朝
・

カ
リ
フ
、
　
ヒ
シ
ャ
ー
ム
（
在
位
鳳
暦
ヅ
〇
五
！
一
二
五
年
）
に
よ
り
エ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

プ
ト
の
裁
判
官
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
没
年
は
一
一
四
年
で
あ
る
。

、
》
σ
“
鉱
－
零
9
譲
（
σ
■
鼠
霧
㌶
鑓
9
は
ど
ん
な
人
物
か
比
定
で
き
な
か

っ
た
が
、
イ
ブ
ソ
．
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
バ
カ
ム
は
彼
の
伝
承
を
多
数
載

せ
て
い
る
。
た
だ
い
ず
れ
も
非
常
に
短
か
く
、
し
か
も
主
要
伝
承
に

対
す
る
注
釈
の
形
で
現
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
僑
懸
性
は
低
い

と
考
え
ら
れ
る
。

　
⑧
系
統
の
伝
承
は
、
将
軍
ア
ム
ル
の
エ
ジ
プ
ト
侵
入
か
ら
バ
ビ
ロ

ン
城
塞
の
陥
落
ま
で
の
征
服
過
程
を
か
な
り
詳
し
く
伝
え
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
多
分
に
武
勲
伝
的
で
あ
る
。
そ
の
う
え

当
面
の
聞
題
の
和
約
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ば
蛇
足
の
よ
う
な
形
で
、

「
巴
，
冨
仁
ρ
麟
≦
£
。
。
（
9
．
霧
）
は
み
ず
か
ら
と
彼
と
と
も
に
い
る
人
々

の
こ
と
を
恐
れ
て
、
そ
の
こ
ろ
、
ア
ラ
ブ
の
た
め
に
コ
プ
ト
人
の
男

各
人
に
ニ
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
を
課
す
る
と
い
う
条
件
で
、
．
》
ヨ
門
げ
。
巴
－

、
論
塑
に
ス
ル
フ
を
求
め
て
い
た
が
、
彼
は
こ
れ
を
承
諾
し
た
」
と
の

み
記
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
コ
プ
ト
人
の
男
一
人
言
た
り
ニ
デ
ィ

ー
ナ
ー
ル
と
い
う
の
が
ジ
ズ
ヤ
で
あ
る
の
か
、
ま
し
て
や
U
魯
器
洋
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の
い
う
よ
う
に
、
人
頭
税
で
あ
る
の
か
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。

　
⑮
⑥
⑨
の
各
系
統
の
伝
承
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
と
く
に
ア

レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
征
服
に
つ
い
て
史
実
に
絹
反
し
て
い
る
の
で
、

征
服
直
後
の
状
態
を
正
し
く
伝
え
て
い
る
と
．
は
考
え
ら
れ
な
い
。
後

世
の
意
見
を
反
映
し
て
い
る
に
違
い
な
く
、
そ
の
う
ち
⑤
と
⑥
系
統

は
カ
リ
フ
、
ウ
マ
ル
ニ
世
（
在
位
九
九
…
一
〇
～
年
）
以
前
、
も
し
く

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
⑦

は
い
わ
ゆ
る
フ
ァ
イ
理
論
が
間
ま
る
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
⑥
は
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

マ
ル
ニ
世
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
和
約
に
関
す
る
⑥
系
統
の
伝

承
は
⑤
の
注
釈
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
⑧
と
同
じ
く

「
認
プ
ト
人
の
男
各
人
に
ニ
デ
ィ
ナ
ー
ル
を
課
す
る
と
い
う
条
件
で

和
約
を
結
ん
だ
」
と
い
う
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。
⑥
系
統
に
よ
る
伝

承
は
二
回
出
て
お
り
、
最
初
は
や
は
り
⑤
の
伝
承
の
注
釈
と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
内
容
も
箇
単
で
、
コ
プ
ト
人
の
服
す
べ

て
に
ニ
デ
ィ
ナ
ー
ル
を
課
し
、
付
帯
条
件
と
し
て
そ
れ
は
成
魚
に
限

り
、
女
、
老
人
、
子
供
は
含
め
な
い
と
あ
る
。
た
だ
「
そ
れ
に
よ
っ

て
彼
ら
を
数
え
た
と
こ
ろ
、
そ
の
数
は
八
○
○
万
に
達
し
た
」
と
い

う
、
こ
の
伝
承
の
信
慧
性
を
低
め
る
よ
う
な
文
句
が
つ
い
て
い
る
。

　
和
約
に
つ
い
て
も
っ
と
も
詳
し
い
内
容
を
伝
え
て
い
る
の
は
⑮
で
、

O
①
窪
㊦
ヰ
の
い
う
ω
か
ら
㈲
ま
で
の
条
件
は
主
と
し
て
こ
れ
に
拠

っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
な
か
で
、
ジ
ズ
や
鴨
N
蜜
ρ
と
い
う
語
を

用
い
、
そ
れ
が
一
人
嶺
た
り
ニ
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は
述
べ

て
も
、
こ
の
ジ
ズ
ヤ
が
「
貢
納
」
や
「
租
税
一
般
」
で
な
く
、
　
「
人

頭
税
」
で
あ
る
と
い
う
明
確
な
表
現
は
ど
こ
に
も
な
い
。
人
頭
税
と

い
う
場
合
に
は
、
そ
の
裏
に
対
立
概
念
と
し
て
の
土
地
税
の
存
在
が

予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
⑤
の
伝
承
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
土

地
に
つ
い
て
は
そ
の
所
有
権
が
コ
プ
ト
人
に
属
す
こ
と
を
記
す
の
み

で
、
土
地
に
対
す
る
課
税
の
規
定
は
な
い
。
こ
れ
は
U
①
導
①
ヰ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

あ
げ
て
い
る
⑥
⑦
の
規
定
と
矛
盾
す
る
。
ま
た
彼
が
親
鳥
に
嵐
典
と

し
て
あ
げ
て
い
る
ヤ
ア
ク
ー
ビ
ー
の
記
事
（
寄
．
名
び
圃
淵
鼠
。
。
）
も
き

わ
め
て
簡
単
で
、
一
人
妾
た
り
ニ
デ
ィ
…
ナ
ー
ル
の
課
税
が
条
件
と

な
っ
て
い
る
。

　
⑥
⑦
⑧
の
諸
条
件
の
出
典
は
主
と
し
て
バ
ラ
ー
ズ
リ
ー
の
郎
。
α
。
。
心

（
匂
コ
巴
＆
霞
岡
H
る
㎝
日
－
認
）
の
伝
承
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
系
譜

を
も
っ
て
い
て
、
ア
ム
ル
の
子
．
》
σ
α
諺
｝
欝
げ
σ
■
．
諺
上
巴
が
語
っ
た

と
い
う
形
式
に
な
っ
て
い
る
。

　
．
》
ぴ
α
〉
｝
㌶
げ
び
。
．
跨
欝
聴
↓
〉
び
潮
悶
釣
餌
ω
1
▽
団
ρ
叢
濃
σ
’
》
げ
門
出
斜
σ
同
σ
↓
H
げ
鄭

　
い
償
プ
超
．
帥
↓
．
ン
区
巴
㌶
ぴ
σ
■
ρ
甲
累
代
藏
毒
犀
↓
H
び
扇
蔦
ヨ
ぴ
・
窯
富
ぱ
ヨ

　
ρ
で
頃
毛
9
ー
ユ
曽
昌
剛
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アラブ征服期におけるエジプトの税制について（清水）

．
》
σ
α
と
冨
ぴ
σ
．
．
跨
ヨ
門
は
ア
ム
ル
に
同
行
し
て
エ
ジ
プ
ト
征
服
に

加
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
彼
の
没
年
に
は
異
説
が
あ
る
が
、
六
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

年
と
い
う
の
が
も
っ
と
も
有
力
で
あ
る
。
　
》
げ
⇔
瓢
轟
ω
は
め
つ
た

に
登
場
し
な
い
人
物
で
、
こ
の
バ
ラ
ー
ズ
リ
ー
の
伝
承
を
除
け
ば
、

ア
ム
ル
の
死
の
前
後
の
模
様
を
語
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、

ア
ム
ル
が
死
の
ま
ぎ
わ
に
子
の
．
諺
げ
α
と
欝
げ
を
呼
ん
で
、
死
後
の

こ
と
を
託
し
、
．
禦
げ
餌
と
㌶
プ
が
そ
れ
を
実
行
し
た
と
い
う
内
容
で
、

多
少
の
違
い
は
あ
る
が
、
イ
ブ
ソ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ハ
ヵ
ム
ほ
か
二
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
史
料
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
ア
ム
ル
も
し
く
は
．
諺
9
と
露
ぴ

の
露
騨
長
辺
で
、
．
》
9
と
㌶
げ
と
同
晴
代
の
人
で
あ
る
。
た
だ
イ

ブ
ソ
・
サ
ア
ド
H
ぴ
⇔
ω
ρ
．
Ω
で
は
、
バ
ス
ラ
の
第
一
琶
σ
斜
ρ
騨
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

い
っ
て
い
て
、
か
な
り
の
老
人
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
く
斜
N
置
σ
●
跨
葺
如
ρ
玄
ダ
凄
⇔
い
村
高
ρ
翼
．
即
に
つ
い
て
は
す
で
に
説

　
　
⑫

明
し
た
。
、
諺
ぴ
◎
諺
置
戸
財
σ
．
ρ
芋
竃
雌
げ
鍵
巴
（
は
メ
ル
ヴ
出
身
の
学
者

で
、
多
く
の
伝
承
が
あ
り
、
ま
た
伝
承
を
求
め
て
イ
ラ
ー
ク
、
ヒ
ジ
ャ

ー
ズ
、
シ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
ヤ
マ
ソ
に
旅
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

生
没
年
は
一
一
八
…
一
八
一
年
で
あ
る
。
　
H
σ
感
冨
ヨ
げ
．
卑
賎
鼠
津

巴
鉱
毒
戸
山
ヨ
剛
は
ど
ん
な
人
物
か
筆
者
に
は
比
定
で
き
な
か
っ
た

が
、
バ
ラ
ー
ズ
リ
ー
は
男
暮
曽
ザ
で
二
回
、
　
》
⇔
鈴
げ
壁
画
警
鋒
で

何
回
か
典
拠
者
と
し
て
用
い
、
製
再
出
5
鈴
嘱
ロ
ぴ
．
．
諺
湿
勲
憎
》
ω
毒
ρ
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

（
二
五
四
年
没
）
、
．
》
諺
同
野
鼠
漏
ザ
二
念
ヨ
帥
伽
ρ
磨
堵
魏
ρ
一
口
（
二
三
二
年
没
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ら
と
同
時
代
に
扱
っ
て
い
る
。

　
こ
の
系
譜
で
ま
ず
気
の
つ
く
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
イ
ブ

ソ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
バ
カ
ム
の
諸
伝
承
系
譜
と
異
な
り
、
第
一
代
目

が
一
世
紀
半
ば
ま
で
遡
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
パ
ラ
ー
ズ
リ
ー
よ

り
古
い
イ
ブ
ソ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
バ
カ
ム
に
お
い
て
も
、
第
一
代
目

は
せ
い
ぜ
い
一
世
紀
末
か
ら
二
世
紀
に
か
け
て
の
人
々
で
あ
り
、
そ

の
う
え
伝
承
そ
の
も
の
に
も
、
多
分
に
後
世
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て

い
た
。
そ
れ
を
さ
ら
に
も
う
一
代
遡
ら
せ
、
し
か
も
ア
ム
ル
の
子
の

”
＞
9
≧
団
ず
に
当
て
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
が
偽
作
の
伝
承
系
譜
で

あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
き
に
述
べ
た
ア
ム
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

死
に
関
す
る
諸
伝
承
の
系
譜
を
み
れ
ば
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の

伝
承
の
作
者
は
、
伝
承
の
権
威
を
高
め
よ
う
と
し
て
、
．
跨
9
と
冨
び

び
．
．
桝
目
冠
が
登
場
す
る
｝
ぴ
9
曽
轟
ω
の
伝
承
系
譜
を
利
用
し
た

に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
伝
承
系
譜
が
に
せ
も
の
と
す
る
と
、
伝
承

そ
の
も
の
も
偽
作
で
あ
る
こ
と
は
闊
違
い
な
い
。
事
実
、
こ
の
伝
承

の
書
き
記
し
を
み
れ
ば
、
そ
れ
は
明
確
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
跨
9

》
冒
》
の
言
葉
は
；
ジ
プ
ト
の
こ
と
は
人
々
に
よ
く
わ
か
っ
て
い

61 （393）



な
い
。
あ
る
者
ら
は
武
力
で
征
服
さ
れ
た
と
言
い
、
他
の
者
ら
は
和

約
で
征
服
さ
れ
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
真
柑
は
こ
う
で
あ
る
。
…
…
」

と
な
っ
て
い
る
。
．
諺
9
と
㌶
げ
の
当
時
に
、
す
で
に
こ
う
し
た
征

服
に
関
す
る
論
争
が
起
こ
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
こ
に
こ

の
伝
承
作
者
の
作
為
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
伝
承
で
は
、
バ
ピ

ロ
ソ
の
城
塞
と
バ
ビ
μ
ソ
の
都
市
（
憲
墾
甫
）
と
が
同
一
視
さ
れ
、

こ
の
両
者
が
単
一
の
和
約
で
開
城
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

れ
は
史
実
に
反
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
当
面
の
伝
承
が
偽
作
で
あ
る
こ
と
を
執
拗
に
証
明

し
た
の
は
、
こ
の
伝
承
を
な
ん
ら
の
批
判
も
な
く
利
用
し
て
い
る

U
¢
P
降
。
暮
の
誤
り
を
強
調
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
し
こ
の
伝

承
を
資
料
と
し
て
生
か
す
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
後
没
の
あ

る
意
見
と
し
て
、
内
容
を
厳
密
に
検
討
し
、
分
解
し
た
う
え
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
征
服
当
時
に
関
す
る
資
料
に
は
な
り
え
な
く
て
も
、

征
服
後
何
年
か
の
状
態
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
伝
承
の
う
ち
、
と
く
に
税
込
に
関
す
る
部
分
を
列
記
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
①
バ
ビ
ロ
ン
の
城
主
は
、
ア
ム
ル
が
シ
リ
ア
で
行
な
っ
た
こ
と
、
す
な
わ

　
ち
キ
リ
ス
ト
教
徒
や
ユ
ダ
ヤ
人
に
ジ
ズ
ヤ
を
課
し
、
土
地
は
難
民
に
安
堵

　
し
て
、
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
を
支
払
わ
せ
る
と
い
う
条
件
を
堤
属
し
た
。
⑨
土
地

　
の
分
配
を
求
め
た
一
部
の
老
を
除
き
、
ム
ス
リ
ム
た
ち
は
概
し
て
こ
れ
に

　
賛
成
し
た
。
③
貧
者
以
外
の
各
人
に
ジ
ズ
ヤ
と
し
て
ニ
デ
ィ
…
ナ
ー
ル
を

　
課
し
、
土
地
所
有
者
は
こ
の
ニ
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
ほ
か
、
俸
鏑
…
（
誌
N
e

　
と
し
て
ム
ス
リ
ム
に
支
給
さ
れ
る
三
ア
ル
デ
ブ
の
小
麦
、
ニ
キ
ス
ト
ず
つ

　
の
オ
リ
ー
ブ
油
、
蜂
蜜
、
酢
（
こ
れ
は
ム
ス
ヲ
ム
　
人
当
た
り
の
額
）
を

　
供
出
す
る
義
務
を
負
う
。
④
毎
年
各
ム
ス
リ
ム
に
支
給
す
る
衣
服
一
式
を

　
エ
ジ
プ
ト
人
全
体
が
負
う
。
⑤
女
、
子
供
、
財
産
は
住
民
に
安
堵
さ
れ
る
。

　
⑥
カ
リ
フ
、
ウ
マ
ル
は
こ
れ
を
承
認
す
。
⑦
そ
れ
で
土
地
は
ハ
ラ
ー
ジ
ュ

　
の
土
地
（
騨
且
冨
轟
⑬
）
　
と
な
っ
た
。
⑧
バ
ビ
ロ
ン
の
城
主
は
、
バ
ビ
ロ

　
ソ
に
関
す
る
以
上
の
こ
と
が
済
む
と
、
こ
の
ス
ル
フ
と
同
じ
よ
う
な
条
件

　
で
、
エ
ジ
プ
ト
の
住
民
全
体
に
つ
い
て
の
ス
ル
フ
も
結
ん
だ
。
⑨
エ
ジ
プ

　
ト
の
土
地
に
は
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
を
課
し
、
一
ジ
ャ
リ
ー
ブ
ご
と
に
一
デ
ィ
ー

　
ナ
…
ル
と
三
ア
ル
デ
ブ
の
穀
物
を
、
各
成
人
の
頭
に
は
一
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル

　
を
課
し
た
。

U
Φ
鑓
お
洋
の
い
う
和
約
の
⑥
⑦
⑧
の
条
件
は
、
　
そ
れ
ぞ
れ
右
記
の

③
⑨
④
を
根
拠
に
し
て
い
る
。
彼
は
こ
れ
ら
の
条
件
も
エ
ジ
プ
ト
人

全
体
に
有
効
な
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
バ
ラ
コ
ズ
リ
ー
の
伝

承
は
①
か
ら
⑦
ま
で
と
⑧
⑨
と
の
二
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、
前
半
は

バ
ビ
ロ
ン
の
都
市
に
関
す
る
も
の
、
後
半
が
そ
れ
に
倣
っ
た
エ
ジ
プ
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ト
全
体
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
U
平
屋
雰
の
よ
う
に
同
一
和
約

内
の
条
項
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
彼
に
よ
る
と
、
⑦
の

条
件
は
コ
フ
ェ
ッ
ダ
ー
ソ
当
た
り
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
と
二
分
の
一

ア
ル
デ
ブ
の
小
麦
お
よ
び
ニ
ワ
イ
バ
の
大
麦
の
支
払
い
」
で
も
あ
る

と
い
い
、
出
典
に
イ
ブ
ソ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
バ
カ
ム
（
朝
㊤
白
露
昏
。
O
刈
）

を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
の
記
華
は
当
面
の
和
約
と
な
ん
ら
の

関
係
も
な
く
、
ま
た
原
文
に
は
「
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
」
の
語
も
な
い
。

お
そ
ら
く
、
上
記
の
パ
ラ
ー
ズ
リ
ー
の
⑨
の
文
句
か
ら
類
推
し
て
、

原
典
を
故
意
に
乱
用
し
た
と
み
な
さ
れ
る
。

　
こ
の
バ
ラ
ー
ズ
リ
！
の
⇔
。
q
ω
麟
の
特
色
は
、
イ
ブ
ソ
・
ア
ブ
ド

ゥ
ル
・
ハ
ヵ
ム
の
場
合
と
違
っ
て
、
ジ
ズ
ヤ
を
明
ら
か
に
「
人
頭
税
」

の
意
味
に
用
い
、
し
た
が
っ
て
、
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
を
そ
の
対
立
概
念
の

「
地
租
」
の
意
味
に
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
財
閥
に
対
す
る
課

税
と
土
地
に
対
す
る
課
税
と
が
、
観
念
上
な
ら
と
も
か
く
、
用
語
上

に
お
い
て
も
明
確
に
区
別
さ
れ
、
人
頭
税
ジ
ズ
ヤ
、
土
地
税
ハ
ラ
ー

ジ
ュ
と
し
て
、
両
者
を
対
位
的
に
用
い
る
の
は
ず
っ
と
後
世
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
イ
ブ
ソ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
バ
カ
ム
に
お
い
て
も
、

ハ
ラ
ー
ジ
ュ
と
ジ
ズ
ヤ
が
対
位
的
に
現
わ
れ
る
の
は
、
ウ
マ
ル
ニ
世

以
後
の
意
見
を
反
映
し
た
⑨
系
統
の
伝
承
の
み
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
征
服
し
た
土
地
を
ム
ス
リ
ム
軍
の
あ
い
だ
で
分
配

せ
ず
、
ム
ス
リ
ム
全
体
の
た
め
に
固
定
し
た
場
合
、
そ
の
住
民
の
頭

（
も
し
く
は
首
）
に
は
ジ
ズ
ヤ
が
、
土
地
に
は
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
が
課
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
も
　
　
も
　
　
ゆ
　
　
も
　
　
カ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
土
地
は
バ
ラ
：
ジ
ュ
地
に
な
る
」
と
い
う
の
は
、

》
げ
⇔
較
斜
臨
貯
（
一
五
〇
年
没
）
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ラ
！
ク
の
法
理

　
　
　
　
　
　
　
⑮

論
家
た
ち
の
考
え
で
、
ま
さ
に
蚤
面
の
バ
ラ
ー
ズ
リ
ー
の
撮
。
総
膳

は
、
こ
の
派
の
法
意
見
を
伝
え
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
要
す
る

に
、
こ
の
伝
承
が
資
料
的
価
値
を
も
つ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
く
ま

で
、
法
理
論
家
た
ち
の
こ
う
し
た
見
解
が
生
ま
れ
る
お
そ
ら
く
二
世

紀
以
後
の
知
識
と
し
て
扱
っ
た
場
合
の
み
で
あ
り
、
そ
の
う
え
な
ら

ば
、
当
時
よ
り
や
や
以
前
の
実
情
を
伝
え
て
い
る
と
す
る
可
能
性
も

な
く
は
な
い
。

　
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
コ
プ
ト
人
の
共
同
体
は
征

服
直
後
か
ら
、
各
入
子
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
人
頭
税
と
一
フ
ェ
ッ
ダ
ー

ソ
当
た
り
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
プ
ラ
ス
な
に
が
し
か
の
現
物
租
に
よ
る

土
地
税
を
課
せ
ら
れ
た
」
と
す
る
U
㊦
宕
Φ
簿
の
説
は
、
い
ず
れ
も

伝
承
資
料
を
曲
解
あ
る
い
は
無
批
判
に
利
用
し
た
た
め
に
導
き
出
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
は
武
力
で
征
服
さ
れ
た
結
果
、
ま
つ
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た
く
征
服
軍
の
意
の
ま
ま
に
な
る
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
地
に
な
っ
た
」
と
い

う
の
は
妥
当
だ
ろ
う
か
。
こ
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
武
力
征
服
と

は
、
む
ろ
ん
二
五
年
の
叛
乱
の
鎮
圧
を
指
し
て
い
る
。
「
叛
乱
は
最

r
初
の
和
約
の
破
棄
を
意
味
し
、
ま
た
鎮
圧
後
新
た
な
協
定
も
和
約
の

更
新
も
な
か
っ
た
か
ら
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
は
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
地
に

な
っ
た
」
と
い
う
わ
け
で
、
⇔
⑦
ロ
昌
Φ
洋
は
資
料
も
あ
げ
ず
、
こ
れ

を
あ
た
か
も
自
羽
の
こ
と
と
し
て
い
る
（
七
〇
、
七
ニ
ー
七
三
頁
）
。
な
る

ほ
ど
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
は
叛
乱
に
よ
っ
て
契
約
を
破
棄
し
た
」

と
述
べ
て
い
る
ム
ス
リ
ム
史
家
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
後
世

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
説
明
に
す
ぎ
な
い
。
前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ヤ
ア
ク
ー
ビ
ー

に
よ
れ
ば
、
二
五
年
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
が
叛
乱
を
起
こ
し
た
と

き
、
カ
リ
フ
、
ウ
ス
マ
ー
ソ
は
捕
虜
と
な
っ
た
住
民
を
最
初
の
ズ
ィ

ソ
マ
　
騒
日
月
即
に
戻
し
た
（
二
又
．
名
げ
胴
囲
H
口
写
）
と
さ
れ
て
お
り
、

事
実
ウ
マ
イ
や
朝
初
期
、
　
回
暦
七
四
年
ま
で
は
、
　
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
の
税
務
行
政
は
市
民
の
自
治
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
（
ω
霧
岡
引
ω
・

勺
ρ
＜
い
α
し
ω
鴇
圏
餌
蔓
9
貯
ω
H
眞
蒔
μ
）
。

　
ま
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
は
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
地
に
な
っ
た
と
い
う
が
、

ム
ス
リ
ム
征
服
軍
は
最
初
か
ら
「
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
地
」
と
い
う
概
念
を

も
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
法
理
論
家
の
専
門
用
語
で
、

む
ろ
ん
後
世
に
な
っ
て
発
生
し
た
概
念
で
あ
る
。

　
U
Φ
⇔
昌
①
津
の
い
う
第
三
の
ペ
ソ
タ
ポ
リ
ス
に
つ
い
て
は
、
さ
ほ
ど

の
問
題
は
な
く
、
ま
た
こ
の
地
方
（
キ
レ
ナ
ィ
ヵ
）
は
、
歴
史
的
に
も

エ
ジ
プ
ト
固
有
の
地
域
と
は
別
彌
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ

で
論
じ
る
必
要
も
な
か
ろ
う
。

　
第
四
の
、
前
代
の
国
有
地
お
よ
び
私
領
地
に
つ
い
て
は
、
た
だ

　
　
　
　
　
　
⑳

ヒ
d
①
o
回
（
費
の
研
究
が
参
考
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
な
ん
ら
の

論
証
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
問
題
に
触
れ

な
い
で
お
く
。

二

　
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
　
ペ
ソ
タ
ポ
リ
ス
の
場
合
を
除
け
ば
、

U
㊦
口
昌
①
算
の
説
は
は
な
は
だ
疑
問
視
さ
れ
る
。
同
じ
ム
ス
リ
ム
史
料

を
用
い
る
に
し
て
も
、
も
っ
と
違
っ
た
結
論
を
導
き
翻
し
え
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
点
も
っ
と
も
問
題
に
な
る
の
は
、
や
は
り
コ
プ
ト
人

の
共
同
体
の
場
合
で
あ
る
。
∪
①
⇔
⇒
①
窪
の
用
い
た
二
つ
の
主
要
資

料
の
う
ち
、
ま
ず
イ
ブ
ソ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ハ
ヵ
ム
の
⑤
系
統
に
代

表
さ
れ
る
伝
承
l
t
以
下
バ
カ
ム
⑮
と
略
称
す
る
一
す
な
わ
ち
、

い
わ
ゆ
る
フ
ァ
イ
理
論
が
固
ま
る
以
前
の
伝
承
の
内
容
は
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0
ゆ
コ
プ
ト
の
成
丁
に
は
一
人
当
た
り
ニ
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
現
金
税
が
あ
り
、

ま
た
そ
れ
は
鰹
N
唄
㊤
の
語
で
表
示
さ
れ
る
。

②
コ
プ
ト
人
の
土
地
の
所
有
権
は
そ
の
ま
ま
彼
ら
に
属
し
て
担
税
義
務
は

な
い
。

の
二
点
に
要
約
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
バ
ラ
！
ズ
リ
ー
の
昌
。
α
Q
。
潜

の
伝
承
は
、
後
世
の
法
意
見
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

　
ω
丁
丁
に
「
人
頭
税
」
　
（
伊
突
端
《
ρ
）
と
し
て
ニ
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
を
課
す
。

　
②
土
地
に
は
「
地
租
」
　
（
冨
『
轟
）
を
課
し
、
　
土
地
所
有
者
は
一
ジ
ャ
リ

　
ー
ブ
ご
と
に
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
と
三
ア
ル
デ
ブ
の
穀
物
を
納
め
る
。
な
お

　
こ
の
穀
物
は
ム
ス
リ
ム
の
侮
餉
（
ユ
N
ρ
）
と
な
る
。

の
二
点
に
し
ぼ
ら
れ
る
。
こ
の
爾
老
の
相
違
は
根
本
的
で
、
む
ろ
ん

こ
の
よ
う
に
互
い
に
矛
盾
し
あ
う
も
の
を
並
置
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。　

ざ
て
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
U
Φ
導
①
簿
が
利
用
し
な
か
っ
た

資
料
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
前
者
に
共
通
す
る
も
の
に
次
の
イ
ブ
ソ
・

ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
バ
カ
ム
の
伝
承
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
エ
ジ
プ
ト

征
服
の
お
り
、
契
約
（
．
筈
畠
）
が
与
え
ら
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
、
こ

れ
を
肯
定
し
て
証
言
し
た
古
老
の
話
で
、
．
d
び
僧
嘱
負
》
｝
㌶
げ
σ
．
諺
索

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
勲
．
h
舞
↓
餌
窄
い
㊤
藩
σ
．
ω
勲
、
α
↓
類
振
鋼
ヨ
び
．
H
魯
魑
ゆ
ρ
Ψ
、
》
葺
嘗
と

い
う
系
譜
に
よ
っ
て
い
る
。

　
①
コ
プ
ト
人
に
は
三
つ
の
翫
萄
σ
（
文
書
）
、
す
な
わ
ち
H
9
帥
の
長
月
巴
ヨ
餌
、

　
玉
器
同
O
の
長
£
β
N
B
貯
、
巴
－
し
ご
霞
巴
霊
ω
の
長
く
忌
ρ
ロ
コ
ρ
に
対
す
る

　
鼠
縞
げ
が
あ
り
、
②
そ
の
ス
ル
フ
の
条
件
は
、
各
人
に
ジ
ズ
ヤ
と
し
て
の

　
ニ
デ
冨
ー
ナ
…
ル
と
ム
リ
ス
ム
の
俸
飽
（
H
§
ρ
）
の
提
供
と
で
あ
る
。
③

　
条
件
と
し
て
六
つ
あ
り
、
彼
ら
を
佳
地
か
ら
連
れ
去
ら
な
い
こ
と
、
婦
人
、

　
村
、
土
地
か
ら
は
取
り
立
て
な
い
こ
と
、
増
税
を
行
な
わ
な
い
こ
と
で
あ

　
る
（
螢
ρ
二
日
お
軒
卜
。
㎝
廟
督
冨
廿
H
H
噛
鳶
為
ω
）
。

．
d
σ
ρ
蜜
仙
》
鵠
鮮
財
と
騨
甲
い
鱒
講
げ
．
ω
ρ
匡
は
す
で
に
本
稿
で
も
出
て

　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

き
た
人
物
で
あ
る
。
譲
跨
ヨ
び
・
H
ω
冨
ρ
巴
㌧
》
臼
貯
一
は
ど
ん
な
人

物
か
比
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
イ
ブ
ソ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
バ
カ
ム
で

も
あ
ま
り
登
場
し
な
い
。
同
じ
趣
旨
の
伝
承
は
非
常
に
簡
略
化
さ
れ

た
形
で
あ
る
が
、
，
d
σ
帥
団
α
》
目
巴
同
σ
．
｝
営
○
暁
｛
鎚
↓
b
ご
㊤
貯
び
「

髭
8
霞
む
、
d
叶
ヨ
魑
⇔
び
噸
憩
巴
普
の
系
譜
に
よ
っ
て
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
　
ゆ
四
ぎ
σ
．
鼠
心
仏
胃
は
鋤
き
騨
詳
σ
。
ω
職
α
と
岡
じ
富
げ
㊤
ρ
ρ

　
　
　
　
　
　
　
著
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
属
し
、
生
没
年
は
一
〇
二
h
一
七
四
年
で
あ
る
。
　
一
d
暦
ヨ
鍵
げ
・

m
巴
普
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た
。

　
ま
た
こ
の
イ
ブ
ソ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
バ
カ
ム
の
伝
承
は
ア
ブ
ー
・

ウ
パ
イ
ド
も
記
載
し
て
い
る
（
諺
諺
≦
巴
”
。
も
。
。
。
・
。
・
℃
・
回
障
）
。
た
だ
③
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の
う
ち
の
「
村
し
（
園
鼠
留
）
が
、
ア
ブ
！
・
ウ
バ
そ
ド
で
は
「
財
宝
」

（
園
β
コ
熱
N
）
と
な
っ
て
い
る
。
伝
承
系
譜
は
．
d
ぴ
ρ
《
畠
諺
語
簿
び
げ
「
跨
瓢

α
9
、
臨
写
↓
切
巴
喚
ぴ
◆
嗜
且
鎚
↓
缶
霧
ω
習
げ
㌦
諺
9
匿
㌶
げ
で
あ
る
。

頓
霧
ω
碧
は
ど
ん
な
人
物
か
比
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
さ
ほ
ど
聞
題

は
な
い
。
要
す
る
に
こ
の
伝
承
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
甲
ピ
ρ
博
↓
国
振
餅
鰻
げ
．
同
。
。
σ
9
，
ρ
↓
．
〉
げ
“
鈴
、
漁
戸
閑
9
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
．
¢
冨
旨
煮
霧
海
↓
切
㊤
若
げ
・
累
＆
麟
マ
・
．
ε
9
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
缶
ρ
。
。
。
。
鋼
亭
↓
〉
げ
餌
．
¢
σ
ρ
嘱
α

と
い
う
系
譜
に
よ
っ
て
我
々
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
系
譜
中
で
重

要
な
意
味
を
も
つ
人
物
は
、
む
ろ
ん
最
初
の
．
d
げ
ρ
旨
と
団
げ
び
・

》
露
α
魁
｛
霞
で
あ
る
。
彼
は
⑧
系
統
の
最
初
の
伝
承
者
で
、
そ
の
伝

承
で
は
、
徴
税
条
件
は
き
わ
め
て
簡
単
に
「
コ
プ
ト
人
の
男
各
人
に
ニ

デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
を
課
す
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
当
面
の

伝
承
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
②
の
各
人
に
現
金
税
と
し
て
ニ
デ
ィ

ー
ナ
ー
ル
の
ジ
ズ
ヤ
を
課
す
と
い
う
点
と
、
⑧
の
土
地
か
ら
は
取
り

立
て
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
⑧
系
統
の
伝
承
と
こ
の
伝
承
と
の
相

違
は
、
「
ジ
ズ
ヤ
」
の
語
が
後
者
に
の
み
み
え
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、

内
容
の
う
え
で
は
矛
盾
し
な
い
。
こ
こ
に
両
者
に
共
通
し
た
己
σ
婁
像

と
一
移
の
主
張
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
ま
た
⑤
系
統
の

内
容
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

　
次
に
、
い
ま
述
べ
た
一
d
σ
婁
α
と
帯
び
の
伝
承
の
「
六
つ
の
条

件
」
と
い
う
点
で
類
似
す
る
伝
承
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
総
督
．
d
ρ
σ
9

σ
．
、
諺
ヨ
マ
（
在
位
四
五
…
四
七
年
）
が
カ
リ
フ
、
ム
ア
ー
ウ
ィ
ヤ
に
土

地
の
譲
渡
を
求
め
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
が
、
た
だ
そ
の
土
地
が
ス

ル
フ
地
で
あ
る
か
ど
う
か
調
べ
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
す
る
と
彼
は
、

彼
ら
に
は
六
つ
の
条
件
、
す
な
わ
ち
彼
ら
の
生
命
の
保
障
、
女
．
子

供
か
ら
は
何
も
取
ら
な
い
こ
と
、
増
税
さ
れ
な
い
こ
と
、
敵
か
ら
の

保
護
が
あ
る
と
返
答
し
た
」
（
転
9
勧
工
這
㎝
－
b
。
伊
o
h
嬢
白
骨
H
・
Q
。
ω
9
H
H
・

認
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
伝
承
が
他
の
系
譜
に
よ
っ
て
も

伝
え
ら
れ
、
　
「
六
つ
の
条
件
」
が
「
土
地
か
ら
は
何
も
取
ら
な
い
こ

と
、
増
税
し
な
い
こ
と
、
能
力
以
上
に
課
さ
な
い
こ
と
、
女
か
ら
は

取
ら
な
い
こ
と
、
敵
か
ら
守
る
こ
と
」
（
起
騨
冨
弓
勢
ρ
平
年
富
廿
H
・

。。

ﾖ
①
）
と
な
っ
て
い
る
。
伝
承
系
譜
は
両
老
を
合
わ
す
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

監
“
匿
㌦
ρ
N
鐸
》
σ
躍
9
σ
．
σ
，
．
H
び
海
い
誓
書
一

　
　
　
　
　
　
／
．
¢
審
琶
と
萄
げ
げ
乱
露
華
野
．
貫
↓
き
離
鐙
峯
巻
↓

　
畷
ρ
ξ
似
『
霧
匹
巴
穿
ヴ
切
郎
犀
9
累
同
　
イ
き
3
田
器
ヨ

　
囲
ぎ
≦
g
び
↓
5
巳
早
昂
奮
醤
び
．
累
琶
憲
茜
＼
　
　
　
・
．
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アラブ征服期におけるエジプトの税制について（清水）

　
　
く

諺
ぴ
⇔
○
∬
導
、
帥
は
総
督
d
の
び
ρ
の
ヨ
餌
妻
鼠
と
さ
れ
て
い
る
が
、

イ
ブ
ソ
・
サ
ア
ド
に
よ
れ
ば
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
弘
仁
で
、
シ
リ
ア
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
た
が
、
の
ち
エ
ジ
プ
ト
に
定
住
し
た
と
い
う
。
く
色
黒
や
．
q
び
蔓
α

≧
鑓
げ
と
の
あ
い
だ
に
は
完
全
に
世
代
が
開
き
す
ぎ
、
こ
の
い
ず
れ

の
系
譜
も
成
立
し
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
伝
承
そ
の
も
の
も
偽
作
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

考
え
ら
れ
、
誰
か
が
跨
9
0
痛
鑓
．
曾
に
仮
托
し
て
意
見
を
伝
え
た
の

で
あ
ろ
う
。
た
だ
「
六
つ
の
条
件
」
の
う
ち
、
d
σ
ρ
団
α
と
㌶
げ
の

系
統
に
の
み
　
「
土
地
か
ら
は
何
も
取
ら
な
い
こ
と
」
と
あ
っ
て
、

磯
ρ
N
則
α
び
・
諺
玄
弧
騨
営
σ
の
系
統
に
こ
の
条
件
が
な
い
の
は
注
手
に

値
す
る
。
．
d
9
旨
諺
一
一
警
と
く
舘
置
は
同
二
代
の
人
物
で
、
回

暦
一
世
紀
末
か
ら
二
世
紀
に
か
け
て
活
躍
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の

伝
承
の
相
違
は
、
案
外
「
土
地
」
に
つ
い
て
の
両
者
の
見
解
の
相
違

を
物
語
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
一
方
、
バ
ラ
！
ズ
リ
ー
の
郎
。
α
ω
魁
．
に
か
な
り
共
通
す
る
内
容
を

も
つ
も
の
に
、
さ
き
に
少
し
触
れ
た
イ
ブ
ソ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
バ
カ

ム
の
⑥
系
統
の
伝
承
が
あ
る
。
こ
の
伝
承
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア

征
服
の
事
情
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
は
カ
リ
フ
、
ウ
マ

ル
ニ
世
以
後
の
意
見
を
伝
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
こ
れ
に
は
、
ア

レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
以
外
の
エ
ジ
プ
ト
全
土
に
関
す
る
ス
ル
フ
が
挿
入

句
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
③
エ
ジ
プ
ト
全
土
は
人
頭
税
（
く
7
　
　
　
　
　
　
　
　
，
σ
q
霞
《
轡
冠
ρ
Q
。
）
と
し
て
各
人
に
ニ
デ
ィ
ー
ナ

　
ー
ル
の
課
税
額
で
ス
ル
フ
〔
地
〕
と
な
っ
た
。
た
だ
し
一
人
当
た
り
ニ
デ

　
ィ
ー
ナ
ー
ル
を
越
え
な
い
。
②
も
っ
と
も
土
地
、
播
種
地
に
つ
い
て
は
そ

　
の
面
積
に
し
た
が
っ
て
賦
課
さ
れ
る
。
③
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
佳
民
は

　
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
と
ジ
ズ
ヤ
を
支
払
う
。

こ
の
伝
承
で
ま
ず
注
臼
す
べ
き
こ
と
は
、
各
人
に
課
せ
ら
れ
る
ニ
デ

ィ
ー
ナ
ー
ル
を
《
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
α
q
一
N
団
騨
　
H
P
ω
》
す
な
わ
ち
門
頭
の
ジ
ズ
ヤ
」
と
呼

び
、
は
っ
き
り
「
人
頭
税
」
の
意
味
に
規
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

バ
カ
ム
⑮
で
は
単
に
《
σ
q
護
唄
欝
》
と
の
み
あ
っ
て
、
こ
れ
が
果
た
し
て

「
人
頭
税
」
な
の
か
、
そ
れ
と
も
「
貢
納
」
の
一
種
な
の
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
。
第
二
は
土
地
に
関
す
る
規
定
で
、
こ
れ
は
バ
ラ
ー
ズ
リ

ー
頃
。
α
G
。
癖
の
「
一
ジ
ャ
リ
ー
ブ
ご
と
に
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
と
三
ア
ル

デ
ブ
の
穀
物
の
納
付
」
と
相
通
じ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
単

位
面
積
墨
た
り
の
基
準
額
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
バ
ラ
ー
ズ

リ
ー
で
は
、
こ
れ
を
倉
錠
轟
》
と
名
づ
け
て
い
る
が
、
こ
の
伝
承

で
は
そ
こ
ま
で
明
確
な
見
解
を
示
し
て
い
な
い
。
武
力
（
ア
ソ
ワ
）

征
服
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
は
バ
ラ
！
ジ
ュ
と
ジ
ズ
ヤ
が
か
か
る

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ス
ル
フ
征
服
の
エ
ジ
プ
ト
全
土
に
つ
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い
て
、
そ
の
土
地
税
の
存
在
を
現
実
と
し
て
認
め
な
が
ら
も
、
こ
れ

を
「
ス
ル
フ
征
服
」
と
い
う
理
由
か
ら
、
同
じ
「
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
」
の
語

で
呼
ぶ
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑧
系
統
の
伝
承
は
、

フ
ァ
イ
理
論
が
出
さ
れ
た
の
ち
の
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
明
ら
か

に
ま
だ
過
渡
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
も
は
や
明
白
な
よ
う
に
、
U
o
呼
声
①
ヰ
が
も
っ
と

も
根
拠
に
し
た
二
つ
の
資
料
、
す
な
わ
ち
バ
カ
ム
⑮
と
バ
ラ
ー
ズ
リ

ー
⇔
。
α
。
。
腿
の
伝
承
と
の
あ
い
だ
に
み
ら
れ
た
矛
盾
は
、
実
は
年
代

的
相
違
に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ウ
マ
イ
や
朝
中
期
、
新
た
な

フ
岬
、
イ
理
論
が
打
ち
出
さ
れ
た
ウ
マ
ル
ニ
世
の
治
世
が
そ
の
転
換
期

に
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
両
伝
承
の
あ
い
だ
に
は
か
な
り
の
年
代
差

が
あ
っ
て
、
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
見
解
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
諸

見
解
に
は
、
前
後
に
発
展
の
跡
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
ヤ
ア
ク
ー
ビ
ー
に
は
、
き
わ
め
て
簡
略
な
が
ら
次
の
よ

う
な
課
税
方
法
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
回
暦
二
〇
年
、
．
．
諺
H
資
び
噸
勲
甲
．
》
噸
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
の

　
全
地
域
を
征
服
し
、
一
人
当
た
り
一
デ
ィ
…
ナ
ー
ル
の
率
に
よ
る
彼
ら
の

　
頭
の
税
（
σ
帥
轟
⑳
讐
．
餅
ω
一
1
人
頭
税
）
と
マ
○
○
ア
ル
デ
ブ
に
つ
き
ニ
ア
ル

　
デ
ブ
の
率
に
よ
る
穀
物
税
（
冨
贔
御
㈹
巴
辱
）
と
し
て
一
四
〇
〇
万
デ
ィ

　
ー
ナ
ー
ル
を
徴
収
し
た
（
磯
㊤
．
ρ
鎖
げ
団
囲
押
H
綬
）
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
む
ろ
ん
「
①
一
．
人
当
た
り
一
デ
ィ
ー
ナ

ー
ル
の
人
頭
税
、
②
一
〇
〇
ア
ル
デ
ブ
に
つ
き
ニ
ア
ル
デ
ブ
の
穀
物

税
」
の
二
点
で
あ
る
。
こ
の
い
ず
れ
の
規
定
も
他
に
類
を
み
な
い
も

の
で
あ
る
が
、
実
際
問
題
と
し
て
は
大
い
に
あ
り
う
る
。
そ
の
可
能

性
を
見
い
出
す
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
征
服
以
前
に
と
ら
れ
て
き
た
、
ア

ラ
ブ
の
被
征
達
筆
に
対
す
る
課
税
方
針
を
ふ
り
返
っ
て
み
れ
ば
十
分

で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
時
代
で
あ
る
が
、
当
時
に
は
ま
だ
ハ
ラ
ー
ジ

ュ
の
語
は
な
く
、
啓
典
の
民
へ
の
賦
課
は
「
ジ
ズ
ヤ
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
こ
の
ジ
ズ
ヤ
は
広
義
に
用
い
ら
れ
、
「
人
頭
税
」
の
意
味
も

そ
の
一
義
と
し
て
含
ま
れ
る
。
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
ジ
ズ
ヤ
の
う
ち
、
内

容
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
彼
の
タ
ブ
ー
ク
遠
征
（
九
年
）
の

さ
い
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
い
ず
れ
も
一
人
当
た
り
一
デ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ナ
ー
ル
と
い
う
、
均
等
人
頭
税
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

ア
ッ
・
サ
ワ
ー
ド
の
巴
出
副
ρ
で
ア
ラ
ブ
軍
が
結
ん
だ
ス
ル
フ
の
ジ

ズ
ヤ
は
、
一
人
当
た
り
一
四
デ
ィ
ル
ハ
ム
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
各

回
均
等
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
（
一
一
〇
デ
ィ
ル
ハ
ム
）
と
い
う
マ
ホ
メ
ッ

ト
の
人
頭
税
に
、
サ
ー
サ
ー
ソ
朝
ペ
ル
シ
ア
の
人
頭
税
の
最
低
額
四
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アラブ征服期におけるエジプトの税綱について（溝水）

デ
ィ
ル
ハ
ム
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
エ
ウ
フ
ラ
テ
ス
河
流

域
の
農
村
地
帯
で
結
ば
れ
た
ス
ル
フ
で
は
、
ジ
ズ
ヤ
は
ペ
ル
シ
ア
起

源
の
各
人
四
デ
ィ
ル
ハ
ム
と
、
そ
の
ほ
か
貧
富
の
程
度
に
応
じ
て
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

当
微
収
さ
れ
る
一
定
総
額
と
か
ら
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の

一
定
総
額
は
内
容
的
に
は
土
地
税
に
当
た
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
欝
ゲ

江
冒
ρ
の
ジ
ズ
ヤ
と
対
比
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
　
一
人
当
た
り
一
デ

ィ
！
ナ
ー
ル
と
い
う
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
人
頭
税
に
相
当
す
る
と
い
え
る
。

ま
た
シ
リ
ア
で
は
、
概
し
て
一
人
当
た
り
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
人
頭

税
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
時
代
か
ら
征
服
事
業
に

従
事
し
、
シ
リ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
征
服
を
へ
て
、
エ
ジ
プ
ト
征
服
を

行
な
っ
た
ア
ム
ル
が
、
ま
だ
従
来
の
エ
ジ
プ
ト
の
税
制
を
知
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
ス
ル
フ
に
よ
っ
て
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て

も
一
人
当
た
り
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
人
頭
税
を
規
定
し
た
と
す
る
こ

と
は
至
当
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
エ
ド
ブ
出
土
の
パ

ピ
ル
ス
文
書
（
西
鷹
八
世
紀
初
頭
）
に
よ
っ
て
、
農
民
の
人
頭
税
が
一

デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
（
一
Q
o
O
一
一
α
¢
ω
）
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も

　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

う
な
づ
け
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
人
頭
税
に
対
し
て
、
一
〇
〇
ア
ル
デ
ブ
に
つ
き
ニ
ア

ル
デ
ブ
と
い
う
産
額
比
率
に
よ
る
現
物
税
の
規
定
は
、
他
の
史
料
に

は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。
バ
ラ
ー
ズ
リ
ー
に
は
、
ム
ス
リ
ム
の
俸

餉
と
な
る
現
物
租
の
規
定
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
土
地
の
所
有
面
積

を
基
準
に
し
た
完
全
な
土
地
税
で
あ
っ
た
。
前
述
の
ハ
ヵ
ム
⑮
の
規

定
と
バ
ラ
ー
ズ
リ
藁
蓑
。
0
鍵
の
そ
れ
と
の
場
合
の
よ
う
に
、
こ
の
内

容
の
矛
盾
を
年
代
的
相
違
に
置
き
か
え
る
な
ら
ば
、
土
地
税
は
地
積

基
準
に
よ
る
前
に
、
産
額
比
率
に
よ
っ
て
、
し
か
も
現
物
で
課
税
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
比
率
の
数
値
そ
の
も
の
は
と
も
か
く
、

現
物
税
と
し
て
の
穀
物
が
徴
収
さ
れ
た
こ
と
は
、
征
服
直
後
、
バ
ビ

ロ
ン
か
ら
紅
海
に
抜
け
る
昔
の
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
運
河
が
、
カ
リ
フ
、
ウ

マ
ル
の
命
に
よ
っ
て
新
た
に
俊
藻
さ
れ
、
こ
の
運
河
を
通
っ
て
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

量
の
穀
物
が
メ
デ
ィ
ナ
へ
送
ら
れ
た
事
実
か
ら
も
わ
か
る
。
し
か
し

こ
の
現
物
税
が
、
産
額
比
率
と
地
穣
基
準
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
徴
収

さ
れ
た
か
は
、
こ
の
資
料
だ
け
で
は
不
明
で
あ
る
。

　
以
上
要
す
る
に
、
ム
ス
リ
ム
史
料
を
中
心
と
し
て
あ
え
て
仮
説
を

立
て
る
と
す
れ
ば
、
最
初
期
の
課
税
基
準
は
、
一
人
楽
た
り
一
デ
ィ

ー
ナ
ー
ル
の
人
頭
税
と
ア
ラ
ブ
の
あ
い
だ
で
は
い
ま
だ
観
念
の
明
確

で
な
い
土
地
税
と
か
ら
な
っ
て
い
て
、
こ
の
土
地
税
は
お
そ
ら
く
村

落
な
ど
共
同
体
ご
と
に
割
嶺
額
が
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
平
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均
し
て
一
人
当
り
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
に
相
当
し
た
と
推
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。三

　
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
ム
ス
リ
ム
伝
承
も
、
征
服
当

初
の
税
制
の
実
状
を
忠
実
に
伝
え
て
い
る
と
は
い
い
が
た
く
、
立
場

の
異
な
る
法
理
論
家
や
伝
承
家
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
背

景
と
し
た
見
解
が
多
分
に
織
り
こ
ま
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ

う
し
た
ム
ス
リ
ム
伝
承
か
ら
後
世
挿
入
さ
れ
た
部
分
を
で
き
る
だ
け

取
り
去
り
、
い
わ
ば
そ
の
原
資
料
に
当
た
る
部
分
を
探
し
出
し
て
、

実
際
上
の
税
制
を
知
る
た
め
の
手
掛
り
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
視
点
を
変
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
諸
伝
承
は
ウ
マ
イ
や
朝
中

期
を
中
心
と
す
る
税
欄
の
変
遷
を
案
外
物
語
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
征
服
直
後
の
エ
ジ
プ
ト
の
税
制
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し

く
知
る
手
段
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
間
題
を
解
く
に
当
た
っ
て
あ

ら
か
じ
め
考
慮
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
当
時
の
ア
ラ
ブ
・

ム
ス
リ
ム
軍
が
も
っ
て
い
た
「
征
服
」
（
貯
¢
9
）
の
観
念
と
そ
の
方
針

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
常
総
に
エ
ジ
プ
ト
と
い
う
が
、
彼
ら
が
征
服

の
対
象
と
し
て
考
え
て
い
た
の
は
一
様
な
エ
ジ
プ
ト
で
は
な
く
て
、

そ
の
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
を
構
成
し
た
各
行
政
体
で
あ
り
、
も
し
和
約

を
結
ぶ
と
す
れ
ば
、
そ
の
交
渉
相
手
は
当
該
行
政
体
を
代
表
す
る
都

市
で
あ
っ
た
。
バ
ビ
μ
ソ
も
し
く
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
和
約
が

エ
ジ
プ
ト
全
体
を
も
拘
束
す
る
と
考
え
る
の
は
、
後
世
の
ア
ラ
ブ
史

家
や
法
家
の
意
見
に
す
ぎ
な
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
征
服
と
は
、
抵
抗

の
如
何
を
問
わ
ず
、
都
市
も
し
く
は
村
落
を
逐
次
占
領
す
る
こ
と
で

あ
り
、
和
約
が
成
立
す
る
場
合
に
は
、
都
市
お
よ
び
そ
の
管
轄
地
域

を
一
つ
の
独
立
的
な
政
治
共
同
体
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
住
民
に
な

ん
ら
か
の
形
の
貢
納
を
義
務
づ
け
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
一
方
、
こ
れ
と
半
ば
交
錯
す
る
征
服
方
針
も
も
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
原
住
民
に
対
し
て
は
和
約
を
結
ん
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
支

配
者
で
あ
る
ロ
ー
マ
人
に
対
し
て
は
徹
底
的
に
戦
う
と
い
う
こ
と
で

　
⑳

あ
る
。
こ
れ
は
ム
ス
リ
ム
軍
の
方
針
と
い
う
よ
り
も
、
歴
史
的
現
実
と

み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ロ
ー
マ
軍
に
は
、
支
配
権
を
か
け
て
戦
う

か
あ
る
い
は
撤
退
す
る
以
外
に
道
は
な
か
ろ
う
し
、
ム
ス
リ
ム
軍
と

し
て
も
、
抵
抗
す
る
も
の
に
は
聖
戦
を
継
続
す
る
し
が
な
か
っ
た
。
こ

う
し
た
事
情
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
の
は
、
シ
リ
ア
や
パ
レ
ス
チ
ナ

　
　
　
　
　
⑫

の
征
服
で
あ
る
。
さ
ら
に
敷
饗
し
て
い
え
ば
、
将
軍
ア
ム
ル
は
こ
の
シ
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アラブ征服期におけるエジプトの税制について（清水）

リ
ア
や
．
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
経
験
を
も
と
に
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
征

服
に
の
ぞ
ん
だ
の
で
あ
る
。
た
だ
、
ウ
マ
ル
一
世
に
よ
る
二
〇
年
初

（
六
四
〇
年
末
）
の
象
≦
9
1
⇔
欄
度
の
設
立
を
機
会
に
、
こ
れ
ま
で
の
ム
ス

リ
ム
軍
の
征
服
方
針
は
一
部
修
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
ウ
マ
ル
一
世
の
政
策
転
換
の
あ
と
を
受
け
て
成
立
し
た
の
が
、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
和
約
で
あ
っ
た
。
U
①
芭
①
洋
は
こ
の
間
の
、

ア
ム
ル
の
エ
ジ
プ
｝
侵
入
か
ら
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
第
一
回
目
の

征
服
に
至
る
ま
で
の
事
情
に
ま
っ
た
く
考
慮
を
払
わ
ず
、
二
五
年
の

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
叛
乱
の
鎮
圧
を
征
服
の
終
了
時
点
と
し
て
い

る
が
、
二
五
年
以
前
に
も
、
す
で
に
税
制
に
歴
史
の
あ
る
こ
と
を
看

過
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
征
服
当
時
の
模
様
に
も
っ
と
も
詳
し
く
、
信
懸
巣
も

高
い
史
料
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
ヨ
ハ
ネ
ス
の
年
代
記
で
あ
る
。
た

だ
、
現
存
し
て
い
る
の
は
重
訳
さ
れ
た
も
の
で
、
し
か
も
脱
落
部
分

な
ど
が
あ
っ
た
り
し
て
不
完
全
な
た
め
に
、
利
用
に
困
難
な
だ
け
で

あ
る
。
ま
た
、
被
征
服
民
の
コ
プ
ト
人
が
信
奉
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の

聖
職
者
と
い
う
ヨ
ハ
ネ
ス
の
立
場
上
の
た
め
か
、
彼
の
年
代
記
は
被

害
者
意
識
に
満
ち
た
言
葉
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
難
点
は

と
も
か
く
、
こ
の
史
料
の
最
大
の
利
点
は
、
ム
ス
リ
ム
史
料
と
違
っ
て
、

法
理
論
家
の
意
見
に
煩
わ
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ヨ

ハ
ネ
ス
は
セ
ベ
ル
ス
の
教
会
史
に
も
登
場
す
る
人
物
で
（
。
。
曽
a
毎
ρ

℃
ρ
＜
る
ρ
b
。
b
。
噛
器
）
、
ち
ょ
う
ど
ア
ラ
ブ
侵
入
の
こ
ろ
生
ま
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
年
代
記
の
記
述
は
、
　
六
四
三
／
四
四
年

（
ほ
ぼ
回
暦
二
三
年
）
、
す
な
わ
ち
ア
ム
ル
の
第
一
次
総
督
時
代
で
終
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
ア
ラ
ブ
軍
の
侵
入
後
、
そ
れ
ま
で
の
あ
い
だ
の

お
よ
そ
税
制
に
関
係
あ
る
記
事
を
取
り
ま
と
め
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
・
ム
ス
リ
ム
軍
の
征
服
方
針
、
お
よ
び
彼
ら
が
被
征
服
民
と

の
あ
い
だ
に
結
ん
だ
和
約
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
こ
の
年
代
記
の
目
次
を
み
る
と
、
　
「
第
一
一
四
章
、
ど

の
よ
う
に
し
て
ム
ス
リ
ム
軍
が
営
蝕
。
怠
8
の
一
四
年
碍
に
ミ
ス
ル

蜜
冨
同
市
を
と
り
、
　
一
五
年
揚
に
バ
ビ
ロ
ン
城
塞
の
門
を
開
か
せ
た

か
」
と
い
う
項
国
が
あ
る
（
冒
ぎ
一
。
。
）
。
　
ミ
ス
ル
布
と
は
、
バ
ビ
ロ

ン
城
塞
に
隣
接
す
る
い
わ
ゆ
る
「
バ
ビ
ロ
ン
の
町
」
の
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
年
代
記
の
本
文
に
は
、
こ
の
項
目
に
当
た
る
部
分
が
な
い
。

ミ
ス
ル
布
開
城
の
さ
い
に
結
ば
れ
た
は
ず
の
和
約
に
関
す
る
記
事
が

脱
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、

エ
ジ
プ
ト
入
と
ア
ム
ル
と
の
和
約
締
結
を
伝
え
る
記
事
も
あ
る
の
で

明
ら
か
で
あ
る
（
。
排
執
。
ぎ
お
伊
。
〆
〆
ω
Φ
）
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
内
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容
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
対
ロ
ー
マ
人
と
対
コ
プ
ト
人
の
差

別
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
コ
プ
ト
人
の
農
民
に
対
し
て
は
課
税
方
法
も
規
定
さ
れ
て
い
た
ら

し
く
、
し
ば
ら
く
し
て
「
農
民
に
対
す
る
税
（
9
蓉
ω
）
は
倍
と
な
り
、

そ
の
う
え
、
ム
ス
リ
ム
の
軍
馬
用
の
馬
草
の
供
出
を
し
い
ら
れ
た
」

と
あ
る
が
、
一
方
p
ー
マ
人
の
行
政
窟
ら
は
逮
捕
さ
れ
、
財
産
を
没

収
さ
れ
て
い
る
Q
・
ヨ
同
。
。
卜
。
・
o
×
H
戸
μ
）
。
こ
れ
は
ム
ス
リ
ム
史
料
側

か
ら
断
定
で
き
る
初
期
の
征
服
方
針
i
ロ
ー
マ
人
に
対
し
て
は

「
武
力
」
、
コ
プ
ト
人
に
対
し
て
は
「
騨
約
」
と
い
う
征
服
方
針
が
事

実
だ
っ
た
こ
と
を
物
謡
っ
て
い
る
。
　
こ
の
こ
と
は
、
門
犀
①
σ
鉱
α
州

（
上
エ
ジ
プ
ト
）
征
服
の
場
合
を
み
れ
ば
一
層
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
累
馨
貯
市
の
陥
落
（
西
暦
六
臨
一
年
五
月
；
百
）
以
前
、
ア
ム
ル

は
目
び
①
げ
蝕
創
造
の
首
府
》
算
ぎ
。
①
（
》
鋤
ω
ぎ
9
1
）
に
分
隊
を
派
遣
し

た
が
、
そ
の
さ
い
ビ
ザ
ソ
ツ
軍
の
城
塞
は
包
囲
し
て
陥
落
さ
せ
、
他

方
、
住
民
は
ム
ス
リ
ム
軍
に
服
従
し
て
、
貢
納
（
霞
一
σ
¢
富
）
を
支
払
っ

て
い
る
（
冒
ぎ
日
。
。
野
。
図
く
層
㊤
－
訟
）
。
貢
納
の
支
払
い
は
ム
ス
リ
ム
軍

と
の
あ
い
だ
に
和
約
が
結
ば
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
た
だ
、
こ
の

貢
納
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
U
Φ
自
Φ
算
は
、
ム

ス
リ
ム
史
料
の
い
う
バ
ビ
ロ
ン
の
和
約
を
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
和

約
の
一
部
と
み
な
し
、
バ
ビ
ロ
ン
で
は
、
単
に
守
備
軍
が
ア
ム
ル
の

約
束
を
受
け
い
れ
て
撤
退
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
主
張
し
、
そ
の

根
拠
に
ヨ
ハ
ネ
ス
の
記
事
（
｝
○
ぴ
⇔
回
。
。
？
Q
。
M
）
を
引
用
し
て
い
る
が

（
七
〇
1
七
一
頁
）
、
し
か
し
こ
れ
は
、
ミ
ス
ル
市
の
開
城
後
も
な
お
城
塞

を
死
守
し
て
い
た
ビ
ザ
ソ
ツ
軍
に
つ
い
て
の
話
で
、
そ
の
取
り
決
め

も
ミ
ス
ル
市
の
和
約
と
は
な
ん
ら
の
関
係
も
な
い
。
ビ
ザ
ソ
ツ
軍
は

生
命
の
保
障
の
み
を
得
て
、
一
方
的
に
撒
退
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ビ
ザ
ソ
ツ
軍
の
撤
退
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
和

約
（
｝
。
喜
δ
し
。
も
幽
讐
O
メ
×
二
八
卜
。
卜
。
）
の
さ
い
で
も
周
様
で
あ
っ
た
。

た
だ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
立

て
籠
っ
て
ム
ス
リ
ム
軍
に
抵
抗
し
た
軍
隊
の
み
撤
退
を
強
制
さ
れ
、

そ
の
他
の
ロ
ー
マ
軍
の
帰
国
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
戦
い
は
、
手
ジ
プ
ト
に
お
け
る
最
後
の
戦
い

で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
他
の
ロ
ー
マ
軍
と
は
、
す
で
に
ム
ス
リ
ム
軍

に
服
属
し
て
い
た
軍
隊
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ヨ
ハ
ネ
ス
の
年
代
記
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
詳
し
く
伝
え
ら
れ
て

い
る
和
約
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
和
約
で
あ
る
。
当
時
の
ア
レ

ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
住
民
は
ほ
と
ん
ど
〆
高
マ
人
で
、
．
そ
れ
に
ユ
ダ
ヤ

人
が
ま
じ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
和
約
は
明
ら
か
に
撰
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ー
マ
人
を
対
象
に
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
「
ム
ス
リ
ム
軍
を
恐
れ

て
逃
亡
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
避
難
し
て
い
た
コ
プ
ト
人
が
、

総
主
教
0
胃
蕊
に
要
望
し
て
、
彼
ら
が
自
分
た
ち
の
都
市
に
帰
り
、

ム
メ
リ
ム
の
人
民
に
な
れ
る
よ
う
ム
ス
リ
ム
側
と
交
渉
さ
せ
た
」

（
甘
ぎ
お
野
O
麟
メ
・
N
。
。
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お

こ
の
コ
プ
ト
入
の
た
め
の
交
渉
に
よ
っ
て
、
　
○
貿
塁
に
よ
る
最
後

の
和
約
が
結
ば
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
「
ム
ス
リ
ム
軍
は

南
北
エ
ジ
プ
ト
全
土
を
占
領
し
、
彼
ら
（
エ
ジ
プ
ト
人
）
の
税
（
鼠
返
ω
）

を
三
倍
に
し
た
」
と
い
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
和
約
の
第
一
条
件
は
一
定
額
の
貢

納
（
銭
σ
舞
φ
）
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
　
μ
ー
マ
人
に
対
し
て
は
つ

ね
に
徹
底
的
に
戦
う
か
、
全
面
的
に
撤
退
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
財

産
を
没
収
す
る
か
な
ど
の
方
針
を
と
っ
て
き
て
い
た
が
、
こ
こ
に
初

め
て
皿
！
マ
人
に
貢
納
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て

貢
納
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
住
民
に
ズ
ィ
ソ
マ
臼
軍
気
騨

（
保
護
）
を
与
え
、
彼
ら
の
財
産
を
安
堵
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
よ
う
な
征
服
方
針
の
変
化
は
、
カ
リ
フ
、
ウ
マ
ル
の
政
策
転
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
貢
納
の
支
払
い
期
限
は
和
約
の
調
印
と
同
時
に
始
ま
り
、
十

一
ケ
月
聞
の
休
戦
中
も
支
払
い
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
（
冒
ぎ

お
P
o
メ
図
讐
＄
）
。
そ
れ
で
ム
ス
リ
ム
軍
は
、
た
だ
ち
に
そ
の
貢
納
額

受
領
の
た
め
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
出
向
い
て
い
る
（
｝
○
ぎ
お
幽

○
×
メ
る
駆
）
。
こ
の
貢
納
は
月
決
め
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
（
。
勝
冒
ぎ

鵠
ω
b
×
区
レ
。
。
る
O
ど
。
メ
×
苗
圃
）
．
額
の
数
字
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
か
な
り
重
い
額
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
れ
も
他
の
エ
ジ
プ

ト
人
に
比
較
し
て
、
と
く
に
苛
酷
な
額
を
し
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
　
「
富
老
の
う
ち
に
は
、
そ

の
重
圧
に
耐
え
か
ね
て
十
ケ
月
の
あ
い
だ
身
を
隠
す
者
も
あ
っ
た
」

（｝

B
巨
お
ρ
○
×
×
層
①
り
）
と
あ
る
か
ら
、
課
税
基
準
は
と
も
か
く
、

各
人
均
等
微
収
で
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
や
が
て
ビ
ザ
ソ
ツ
軍
の
撤
退
完
了
と
同
時
に
、
ア
ム
ル
が
入
城
す

る
（
甘
ぎ
お
ρ
o
図
〆
δ
為
b
。
）
。
だ
が
そ
の
後
ま
も
な
く
、
ア
ム
ル

は
こ
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
貢
納
額
を
二
一
、
一
、
○
○
○
金
デ
ィ
ー

ナ
ー
ル
に
増
額
し
た
と
い
う
（
冒
冨
卜
。
O
ρ
○
×
×
H
輩
）
。
こ
こ
で
早
く

も
条
約
の
規
定
が
一
部
破
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
ヨ
ハ
ネ
ス
は
、
低

エ
ジ
プ
ト
州
知
事
自
証
霧
が
こ
の
税
額
を
さ
ら
に
上
廻
っ
て
、
三

二
、
〇
五
七
金
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
も
徴
収
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
不
転

・。

n
辞
0
〆
×
H
る
）
。
蜜
Φ
舞
ω
は
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
か
ら
引
き
続
い
て
、
低
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エ
ジ
プ
ト
州
の
知
裏
に
任
命
さ
れ
て
い
た
人
物
で
、
コ
プ
ト
人
に
対

す
る
圧
制
老
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
（
。
h
こ
。
巨
お
叢
り
q
ら
メ
メ
る
り
）
。

す
な
わ
ち
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
は
毎
月
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い

こ
の
臣
額
の
た
め
に
、
代
わ
り
に
子
供
を
差
し
出
す
老
も
あ
り
、
ま

た
そ
う
し
た
理
由
か
ら
、
コ
プ
ト
人
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
形
ば
か
り

の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
す
ぎ
な
か
っ
た
多
く
の
者
が
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改

宗
し
、
な
か
に
は
、
逆
に
武
器
を
取
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
戦
う
者

ま
で
出
て
き
た
と
い
う
（
｝
○
ぎ
ト
。
O
ど
0
メ
図
囲
伊
野
O
）
。
鼠
①
昌
p
ω
は
コ

プ
ト
暦
　
　
　
六
〇
年
（
六
四
三
／
四
四
年
）
に
ア
ム
ル
に
よ
り
免
職
さ
れ

て
い
る
（
冒
げ
P
N
O
ρ
O
図
メ
押
蔭
）
。

　
こ
の
月
額
三
二
、
〇
五
七
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
と
い
う
の
は
、
そ
の
後

は
あ
ま
り
変
化
せ
ず
、
保
た
れ
て
い
た
ら
し
い
。
セ
ベ
ル
ス
に
よ
る

と
、
　
、
諺
げ
α
ρ
∵
．
跨
N
酎
げ
・
鍔
霞
毒
弩
が
総
督
に
な
っ
た
最
初
の
年
、

す
な
わ
ち
回
暦
六
五
年
（
六
八
五
年
）
の
こ
ろ
に
は
、
ア
レ
ク
サ
ン

ド
リ
ア
の
税
は
現
金
で
一
臼
当
た
り
一
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ

っ
た
（
ω
ρ
≦
矧
旨
煮
ω
り
矧
O
M
＜
’
H
ω
）
。
月
額
三
〇
、
○
○
○
デ
ィ
ー
ナ
ー

ル
に
な
る
わ
け
で
、
ヨ
ハ
ネ
ス
の
記
す
税
額
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　
こ
こ
で
念
を
押
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
用
語
上
の
問
題

で
あ
る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
の
記
事
の
う
ち
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
「
貢

納
」
を
示
す
訳
語
は
、
そ
の
和
約
締
結
に
関
す
る
部
分
で
は
窪
ぴ
客
Φ

と
な
っ
て
い
て
問
題
は
な
い
が
、
そ
の
ほ
か
、
た
と
え
ば
ア
ム
ル
が

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
「
税
」
を
増
額
し
で
二
二
、
○
○
○
デ
ィ
ー

ナ
ー
ル
に
決
め
た
、
と
い
う
場
金
な
ど
は
貯
×
①
。
。
と
な
っ
て
い
る

（
圏
ぎ
・
。
O
ρ
○
麟
×
押
ρ
餅
O
）
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
ア
ラ
ビ
ア
諮
訳

本
で
は
前
章
が
鰹
N
《
ρ
に
、
後
者
が
ぴ
錠
轟
に
な
っ
て
い
て
、
そ

の
形
が
そ
の
ま
ま
エ
チ
オ
ピ
ア
語
訳
本
に
も
伝
え
ら
れ
た
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
　
こ
の
け
貧
轟
は
税
一
般
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
し
て
ま
っ
た
く
貢
納
そ
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
鰹
N
《
ρ
と
訳
さ
ず
＃
舞
轟
と
し
た
の
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
訳

が
な
さ
れ
る
当
時
、
す
で
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
租
税
を
《
σ
q
一
N
団
ρ
》

と
呼
べ
な
い
事
情
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
前
述
の

よ
う
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
は
他
に
比
し
て
重
い
貢
納
額
を
課
せ

ら
れ
、
し
か
も
そ
の
額
が
征
服
後
た
ち
ま
ち
増
額
さ
れ
た
こ
と
、
二

五
年
に
叛
乱
を
起
こ
し
た
こ
と
な
ど
が
重
な
っ
て
、
ム
ス
リ
ム
学
者

の
あ
い
だ
で
、
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
は
征
服
さ
れ
た
最
初
か
ら

倉
銭
轟
》
を
課
せ
ら
れ
た
」
と
す
る
見
解
が
か
な
り
早
く
か
ら
生
ま

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
者
は
、
ス
ル

フ
の
結
果
と
し
て
の
「
貢
納
」
が
《
σ
q
μ
N
蜜
曽
》
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
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アラブ征fi艮期におけるエジプトの税惣こついて（湾水）

知
っ
て
お
り
、
ま
た
当
時
は
、
　
一
こ
口
瞥
N
団
ρ
の
語
を
そ
の
よ
う

に
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
訳
法
は
セ
ベ
ル
ス
の
場
合
と
対
照
を
な
し
て
い
る
。
セ
ベ
ル

ス
は
十
世
紀
後
半
の
人
で
あ
る
が
、
彼
は
徹
底
し
て
彼
と
同
時
代
の

語
法
に
し
た
が
っ
て
訳
し
て
い
て
、
倉
軍
馬
》
は
「
租
税
一
般
」
お

よ
び
「
地
租
」
の
意
味
に
、
《
σ
q
嵩
団
ρ
》
は
「
人
頭
税
」
の
意
味
に
と

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
い
ま
述
べ
た
一
跨
び
鳥
巴
㌧
》
§
N
σ
◎

、
竃
震
毒
謬
の
場
合
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
ミ
ス
ル
布
の
代
表
老
た
ち
が

ア
ム
ル
と
契
約
（
．
9
げ
“
）
を
結
び
、
そ
れ
に
よ
っ
て
住
民
が
租
税
を
納

め
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
の
　
「
租
税
」
を
も
、
　
瞥
N
団
ρ
と
せ
ず
に

倉
鍵
轟
》
の
語
で
訳
し
て
い
る
（
。
。
p
惹
H
β
ω
・
勺
ρ
H
・
お
偽
）
。

　
要
す
る
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
租
税
は
、
も
と
も
と
定
額
貢

納
で
あ
っ
た
が
、
ム
ス
リ
ム
側
の
契
約
不
履
行
、
さ
ら
に
は
徴
税
業

務
を
委
任
さ
れ
た
ロ
ー
マ
人
の
旧
宮
僚
に
よ
っ
て
、
増
額
さ
れ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
後
者
の
ロ
ー
マ
人
に
よ
る
増
税
は
、
ロ

ー
マ
人
対
コ
プ
ト
人
の
し
こ
り
が
ア
ラ
ブ
征
服
後
も
尾
を
引
い
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
増
税
に
よ
る
ム
入
り
ム
側
の
契
約
不
履
行
は
、
ア
レ
ク

サ
ン
ド
リ
ア
の
場
合
に
限
ら
ず
、
ア
ム
ル
が
コ
プ
ト
人
と
結
ん
だ
和

約
に
つ
い
て
も
起
き
た
ら
し
く
、
ヨ
ハ
ネ
ス
は
ア
ム
ル
の
コ
プ
ト
人

に
対
す
る
無
慈
悲
と
そ
の
契
約
不
履
行
を
伝
え
、
彼
の
野
蛮
性
を
悲

憤
し
て
い
る
（
冒
ご
μ
這
9
0
×
×
’
。
。
①
）
。
ま
た
総
主
教
O
虚
心
ω
の
死

の
主
因
と
し
て
、
彼
が
コ
プ
ト
人
に
代
わ
っ
て
し
た
ム
ス
リ
ム
当
局

へ
の
要
望
を
拒
絶
さ
れ
た
、
す
な
わ
ち
ム
ス
リ
ム
が
約
束
を
守
ら
な

か
っ
た
た
め
の
精
神
的
苦
悩
を
あ
げ
て
い
る
（
宣
ぎ
お
P
O
図
〆
巽
）
。

ヨ
ハ
ネ
ス
の
表
現
に
誇
張
は
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
ム
ス
リ
ム
当
局
の

征
服
者
と
し
て
の
姿
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
ま
た
一

方
、
被
征
服
者
側
に
お
い
て
も
、
征
服
者
ム
ス
リ
ム
軍
と
被
征
服
民

コ
プ
ト
人
と
の
あ
い
だ
に
あ
っ
て
、
中
間
的
利
益
を
あ
げ
よ
う
と
す

る
ロ
ー
マ
人
の
旧
支
配
層
の
残
存
し
て
い
た
事
実
が
わ
か
る
の
で
あ

る
。
　
O
霧
器
鉾
が
翼
ハ
ネ
ス
の
年
代
記
を
史
料
と
し
て
使
用
し
な

が
ら
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
現
実
を
無
視
し
、
も
っ
ぱ
ら
後
世
の
意

見
が
反
映
し
て
い
る
ム
ス
リ
ム
史
料
に
頼
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念

で
な
ら
な
い
。

　
結
局
ヨ
ハ
ネ
ス
に
よ
る
と
、
対
コ
プ
ト
人
の
和
約
に
は
、
ミ
ス
ル

市
と
そ
の
管
轄
地
（
お
そ
ら
く
旧
》
¢
σ
q
諺
貯
ヨ
巳
。
㊤
州
）
、
上
エ
ジ
プ

ト
の
日
げ
①
σ
鉱
α
州
に
関
す
る
も
の
、
お
よ
び
各
地
か
ら
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ
ア
に
逃
亡
し
て
い
た
コ
プ
ト
人
を
対
象
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
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一
方
対
ロ
ー
マ
人
の
も
の
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
和
約
の
み
で

あ
る
。
た
だ
ロ
ー
マ
人
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
市
民
に
つ

い
て
で
あ
り
、
軍
入
は
ビ
ザ
ソ
ツ
本
国
に
撤
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
和
約
以
前
で
は
、
揖
i
マ
人
に
対
し
て

は
つ
ね
に
「
武
力
」
征
服
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
厳
密
に
は

ロ
ー
マ
人
の
軍
隊
お
よ
び
上
級
の
行
政
官
を
対
象
と
し
て
お
り
、
市

民
の
取
り
扱
い
に
つ
，
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
ア
ラ
ブ
軍

は
原
住
民
の
コ
プ
ト
人
と
の
区
別
を
つ
け
ず
、
各
地
方
行
政
体
の
な

か
に
組
み
こ
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
各
州
の

知
事
に
、
ロ
ー
マ
人
が
征
服
後
も
な
が
ら
く
任
命
さ
れ
て
い
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
ら
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
、
和
約
の
第
一
条
件
で
あ
る
貢
納
は
、
も
と
も
と
定
額
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
次
第
に
増
額
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通

り
で
あ
る
。
た
だ
残
念
な
が
ら
、
こ
の
額
を
決
定
づ
け
る
課
税
基
準
の

内
容
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
再
三
に
わ
た
っ
て
増
額
さ
れ
た
と

い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
ア
ラ
ブ
史
家
の
一
人
当
た
り
ニ
デ
ィ
：
ナ
ー

ル
と
い
う
率
が
、
征
服
当
初
か
ら
存
在
し
た
と
す
る
U
①
書
①
洋
の
主

張
が
無
意
味
な
の
は
確
か
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
州
知
事
の
地
位
さ
え

旧
支
配
者
の
ロ
ー
マ
人
に
占
め
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
徴

税
方
法
も
ビ
ザ
ソ
ツ
時
代
の
そ
れ
を
引
き
継
い
で
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
ヨ
ハ
ネ
ス
に
よ
る
と
、
デ
ル
タ
地
帯
の
二
州
と
〉
零
僧
α
貯

（
巴
、
頃
亀
嵩
ヨ
）
州
で
、
前
述
の
ロ
ー
マ
人
の
知
事
た
ち
が
指
揮
し
て
、

通
常
の
税
の
ほ
か
に
馬
草
、
牛
乳
、
蜂
蜜
、
果
実
、
に
ら
、
そ
の
他

の
産
物
を
コ
プ
ト
人
か
ら
付
加
租
と
し
て
徴
収
し
運
ば
せ
た
と
い
う

（
冒
ぎ
這
α
・
O
愚
図
・
ω
9
黛
）
。
こ
の
記
事
そ
の
も
の
は
、
ア
レ
ク
サ
ン

ド
リ
ア
の
和
約
成
立
後
の
休
戦
宮
詣
中
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
こ
う
し
た
産
物
の
徴
収
は
、
ミ
ス
ル
市
の
開
城
会
す
で
に

行
な
わ
れ
て
い
る
（
冒
ぎ
μ
G
。
b
。
b
×
濤
H
し
）
。
そ
の
目
的
は
む
ろ
ん
ア

ラ
ブ
・
ム
ス
リ
ム
軍
の
維
持
に
あ
り
、
占
領
区
に
お
け
る
一
種
目
物

資
徴
発
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
幸
い
、
文
字
通
り
こ
の
よ
う
な

徴
発
行
為
を
証
明
す
る
パ
ピ
ル
ス
文
書
が
残
っ
て
い
る
。
℃
局
濁
閏
口
。

呂
◎
切
。
呂
。
。
が
そ
れ
で
、
こ
れ
ら
は
六
四
三
年
の
一
月
と
四
月
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

日
付
を
も
つ
微
発
命
令
書
で
あ
る
。

　
℃
国
図
男
臼
。
q
α
①
は
ア
ム
ル
よ
り
出
盛
騨
臨
①
○
勺
。
嵩
ω
の
も
曽
σ
q
錠
。
げ

（
県
の
長
官
）
宛
に
出
さ
れ
た
も
の
で
、
ア
ラ
ブ
軍
の
将
軍
に
二
ω
o
圃
一
象

（
金
貨
）
相
当
量
の
馬
草
、
お
よ
び
彼
の
軍
隊
の
手
当
と
し
て
戦
士
一

人
当
た
り
一
ア
ル
デ
ブ
の
小
麦
を
し
か
る
べ
き
場
所
で
引
き
渡
し
、

そ
の
受
領
の
証
明
を
受
け
る
よ
う
命
令
し
て
お
り
、
そ
の
裏
面
に
は
、

76　（408）



アラブ羅灘期におけるエジプトの税捌について（清水）

当
該
住
民
か
ら
二
ω
o
財
象
の
馬
草
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
将
軍
の

裏
書
が
あ
る
。
℃
国
男
局
昌
。
0
切
Q
。
は
上
エ
ジ
プ
ト
派
遣
軍
の
司
令
官

、
》
げ
α
》
二
留
プ
げ
■
α
騨
σ
坑
よ
り
出
銭
ρ
覧
①
O
”
O
財
。
。
の
唱
ρ
σ
Q
鍵
。
翻
宛

に
出
さ
れ
た
宣
告
書
で
、
国
㊦
奉
江
8
や
○
一
一
ω
駐
在
の
鷹
下
の
ア
ラ
ブ

軍
の
維
持
の
た
め
に
、
六
五
頭
の
羊
を
供
出
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。

日
付
は
コ
プ
ト
暦
三
五
九
年
唱
財
宥
ヨ
。
暮
ぼ
月
三
〇
日
、
回
暦
ニ
ニ

年
警
彰
鏑
舞
囲
幽
薫
毛
巴
月
二
九
日
で
、
西
暦
で
は
六
四
三
年
四
月

二
五
臼
と
な
る
。
そ
し
て
裏
面
に
は
、
そ
の
羊
が
引
き
渡
さ
れ
た
こ

と
を
示
す
裏
書
が
あ
る
。

　
な
お
ア
ラ
ブ
の
戦
士
に
、
手
当
と
し
て
一
人
当
た
り
一
ア
ル
デ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
小
麦
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
は
℃
同
園
男
ゆ
。
q
α
α
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
。

こ
の
給
付
の
小
麦
は
、
い
わ
ゆ
る
ム
ス
リ
ム
軍
の
俸
餉
ほ
N
ぬ
の
こ

と
で
、
キ
ン
デ
ィ
ー
三
民
貯
岳
に
よ
る
と
、
そ
の
額
は
一
人
当
た
り

年
一
ニ
ア
ル
デ
ブ
、
月
一
ア
ル
デ
ブ
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
（
。
隔
・
囚
ぎ
臼

回
O
μ
）
、
パ
ピ
ル
ス
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
額
と
一
致
す
る
。
バ
ラ
ー

ズ
リ
ー
昌
。
α
ω
心
の
三
ア
ル
デ
ブ
と
い
う
伝
承
は
偽
作
で
あ
る
。
ま

た
こ
の
よ
う
に
小
麦
な
ど
の
現
物
租
の
徴
収
は
、
あ
く
ま
で
支
嵐
額
、

す
な
わ
ち
ム
ス
リ
ム
軍
が
消
費
す
る
経
費
額
を
基
準
と
し
て
お
り
、

一
部
の
ム
ス
リ
ム
史
料
が
伝
え
る
よ
う
な
、
納
税
者
で
あ
る
コ
プ
ト

人
の
人
口
や
土
地
の
面
積
を
基
準
と
す
る
方
法
に
よ
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
一
層
の
検
討
を
要
す
る
。

四

　
ヨ
ハ
ネ
ス
の
年
代
記
か
ら
知
り
う
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
以
上
で
尽
き

る
。
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
ω
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
し
ろ
、
エ
ジ
プ
ト
の
各
州
に
し
ろ
、
征

　
服
当
初
、
一
定
額
の
質
納
の
支
払
い
が
協
定
さ
れ
、
こ
れ
が
現
金

　
税
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
は
他
に
比
べ
て

　
苛
重
な
額
を
課
せ
ら
れ
た
。

　
②
こ
の
現
金
税
の
納
税
者
に
対
す
る
課
税
基
準
、
徴
収
方
式
は
い

　
ず
れ
も
不
明
で
あ
り
、
ま
た
人
頭
税
、
土
地
税
の
区
鯛
が
あ
っ
た

　
か
、
あ
る
い
は
、
こ
の
現
金
税
が
人
頭
税
と
土
地
税
と
か
ら
な
つ

　
て
い
た
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
が
、
実
際
の
徴
収
額
は
貧
富
に

　
よ
っ
て
差
が
あ
っ
た
。

　
③
ム
ス
リ
ム
に
改
宗
す
れ
ば
、
な
ん
ら
か
の
税
負
担
を
免
れ
る
こ

　
と
が
で
き
た
。

　
④
貢
納
額
は
再
三
増
額
さ
れ
た
。

　
⑤
現
金
税
の
ほ
か
に
、
小
麦
、
馬
草
、
そ
の
他
の
産
物
が
現
物
租
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と
し
て
徴
収
さ
れ
た
が
、
そ
の
徴
収
基
準
は
、
負
担
増
の
所
有
地

　
面
積
な
ど
納
税
老
側
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
現
物
租
を
受

　
け
取
る
ム
ス
リ
ム
軍
側
に
あ
り
、
そ
の
経
費
額
如
何
に
よ
っ
て
、

　
現
物
租
の
徴
収
額
も
決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
現
物
租
は
、

　
い
わ
ば
臨
時
税
で
あ
っ
た
。

は
な
は
だ
漢
然
と
し
た
こ
と
し
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、

こ
れ
を
さ
き
の
ム
ス
リ
ム
伝
承
と
対
比
し
、
両
者
に
共
通
す
る
部
分

と
そ
う
で
な
い
部
分
と
の
髭
篭
を
行
な
え
ば
、
そ
れ
が
、
征
服
当
初

の
上
欄
を
知
る
う
え
で
の
一
つ
の
重
要
な
手
掛
り
と
な
る
こ
と
が
判

明
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
ア
ム
ル
時
代
の
徴
税
方
法
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
有

名
な
伝
承
が
、
イ
ブ
ソ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ハ
ヵ
ム
に
記
載
さ
れ
て
い

る
が
（
較
巴
窮
欝
卜
。
○
①
－
0
8
。
h
・
頓
＃
騨
叶
H
・
這
ω
も
蒔
）
、
こ
こ
で
い
ま
述
べ

た
よ
う
な
意
味
で
の
再
検
討
を
推
し
進
め
る
た
め
に
、
こ
の
伝
承
を

取
り
あ
げ
て
み
た
い
。
な
お
前
述
の
イ
ブ
ソ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ハ
ヵ

ム
の
⑧
か
ら
⑥
ま
で
の
諸
伝
承
と
は
性
質
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
が
、

便
宜
上
こ
れ
を
バ
カ
ム
⑯
と
名
づ
け
て
お
く
。
こ
の
伝
承
資
料
は
こ

れ
ま
で
た
び
た
び
紹
介
さ
れ
、
本
邦
で
も
前
半
の
部
分
の
み
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

・
が
、
藤
本
勝
次
民
に
よ
っ
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
ア
ラ
ビ
ア
語

が
難
解
な
た
め
、
解
釈
に
相
違
が
あ
り
、
そ
の
資
料
的
価
値
が
十
分

に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
訳
文
を
載
せ
て
逐
次
検
討
し
た
い

が
、
そ
れ
で
は
煩
雑
に
な
る
の
で
要
旨
の
み
に
と
ど
め
た
い
。

　
こ
の
伝
承
は
く
9
N
δ
び
■
諺
ぽ
懐
ρ
葺
σ
↓
誓
⇔
い
爵
塁
ゴ
↓

．
¢
酔
ヨ
9
、
⇔
げ
・
留
に
＃
の
系
譜
に
よ
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
系
譜

そ
の
も
の
に
閤
題
は
な
か
ろ
う
。
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
〔
征
服
が
　
段
落
し
、
〕
政
務
を
と
と
の
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

　
と
、
、
〉
日
縁
σ
．
鉱
－
．
》
噸
は
、
コ
プ
ト
人
た
ち
が
ビ
ザ
ン
ツ
の
徴
税
〔
方

　
式
〕
（
騰
げ
契
鋒
巴
肉
副
9
）
に
し
た
が
っ
て
、
自
主
的
に
微
収
す
る
こ
と

　
を
認
め
た
。

こ
こ
で
「
ピ
ザ
ソ
ツ
時
代
の
徴
税
法
に
よ
っ
て
、
コ
プ
ト
入
た
ち
が

自
主
的
に
徴
収
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う

な
、
ス
ル
フ
に
お
け
る
課
税
条
件
、
す
な
わ
ち
「
成
丁
一
人
当
た
り

ニ
デ
ィ
；
ナ
ー
ル
も
し
く
は
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
」
な
ど
の
規
定
と
一

見
矛
盾
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
い
。
後
者
の
条

件
と
い
う
の
は
、
ア
ラ
ブ
征
服
者
が
コ
プ
ト
人
に
課
す
べ
き
貢
納
額

を
算
患
す
る
た
め
の
課
税
基
準
で
あ
っ
て
、
し
い
て
い
え
ば
、
こ
れ

は
あ
く
ま
で
ア
ラ
ブ
側
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
実
際
の
徴

税
法
は
、
従
来
通
り
ビ
ザ
ソ
ツ
時
代
の
方
式
を
踏
襲
し
、
同
時
に
微
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税
業
務
も
コ
プ
ト
人
の
自
治
に
委
ね
た
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
関

孫
を
誤
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
実
は
、
ア
ラ
ブ
妾
局
が
課
税
基
準
に

よ
っ
て
箪
寵
し
た
貢
納
額
を
、
納
税
老
で
あ
る
コ
プ
ト
人
が
ど
の
よ

う
に
消
化
し
た
か
、
す
な
わ
ち
ア
ラ
ブ
の
七
一
注
す
る
貢
納
額
と
ビ
ザ

ソ
ツ
の
微
税
方
式
と
の
か
ね
合
い
如
何
が
、
税
制
史
上
の
キ
ー
・
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
征
服
当
初
、
ア
ラ
ブ
・
ム
ス
リ

ム
は
い
わ
ば
少
数
の
軍
隊
集
団
で
あ
り
、
被
征
服
民
に
貢
納
を
課
し

て
も
、
そ
の
実
際
の
微
収
業
務
は
コ
プ
ト
人
や
ロ
ー
マ
人
の
旧
官
僚

層
に
委
ね
る
ほ
か
は
な
く
、
一
方
、
彼
ら
が
支
配
者
の
ア
ラ
ブ
に
代

わ
っ
て
、
コ
プ
ト
の
人
民
か
ら
徴
収
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
方
法

に
ビ
ザ
ソ
ツ
の
徴
税
方
式
を
採
用
す
る
の
は
当
然
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
以
下
、
伝
承
の
要
点
を
列
記
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ω
徴
税
（
鰹
げ
節
団
旗
）
は
税
務
調
査
（
鍵
．
臼
｝
）
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
当
該
村
落
の
繁
栄
（
村
と
し
て
の
生
産
量
）
の
度
合
と
人
口
の

多
寡
に
し
た
が
っ
て
税
額
も
増
減
す
る
。

②
村
の
書
記
、
村
長
、
村
民
の
代
表
者
ら
に
よ
る
村
の
生
産
量
・
人
口
数

の
審
議
と
そ
の
村
と
し
て
の
分
担
〔
可
能
〕
額
（
£
ω
罎
ρ
）
の
査
定
の
会
議

が
、
各
村
落
ご
と
に
開
か
れ
る
。

㈲
上
記
の
分
撞
球
定
額
の
当
該
事
蹟
　
（
県
）
へ
の
提
示
と
そ
の
合
箕
。

瓢
琶
の
担
当
者
と
諸
等
の
代
表
者
か
ら
な
る
合
議
に
よ
り
、
そ
の
慈
謎

の
総
分
撞
査
定
額
を
諸
村
の
負
担
能
力
（
主
と
し
て
人
口
数
）
と
播
種
地
面

積
数
に
応
じ
て
、
各
村
に
割
り
当
て
る
。
諸
村
の
代
表
者
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
割
当
額
（
ρ
二
三
）
を
も
っ
て
自
分
の
村
に
帰
る
。

ω
村
当
局
は
、
こ
の
割
当
額
と
、
村
民
お
よ
び
耕
地
に
け
巽
轟
（
現
金
税
）

と
し
て
法
的
に
課
せ
ら
れ
る
村
の
税
額
と
が
一
致
す
る
よ
う
調
整
し
、
こ

の
額
を
細
分
し
て
、
各
村
民
に
負
担
さ
せ
る
。

㈲
た
だ
し
土
地
の
う
ち
、
教
会
、
公
衆
浴
場
、
舟
の
費
用
に
充
て
ら
れ
て

い
る
土
地
は
、
非
課
税
地
と
し
て
除
外
し
、
そ
の
地
積
数
（
単
位
h
①
＆
9
）

を
総
爾
回
数
よ
り
差
し
引
く
。
ま
た
ム
ス
リ
ム
軍
の
款
待
（
魯
揖
獄
）
、

政
府
役
人
の
滞
在
費
の
た
め
の
土
地
も
そ
の
面
積
数
を
差
し
引
く
。

㈲
村
内
の
職
人
、
日
傭
い
に
対
し
、
彼
ら
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
割
り
当
て

る
。
ま
た
も
し
流
亡
者
（
麿
ξ
碧
）
が
い
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
そ
の
負
担
能
力

に
し
た
が
っ
て
割
り
当
て
る
。
た
だ
し
成
人
男
子
か
妻
帯
者
に
限
ら
れ
る
。

⑦
残
額
の
冨
轟
嚇
を
地
積
数
に
応
じ
て
村
民
（
農
毘
）
に
割
り
嶺
て
る
。

た
だ
し
割
当
は
耕
作
能
力
に
応
じ
、
耕
作
希
望
者
に
対
し
て
行
な
わ
れ
る
。

⑧
耕
作
す
る
能
力
の
な
い
巻
の
土
地
は
、
そ
の
人
に
代
わ
っ
て
、
そ
の
割

当
税
額
を
負
担
す
る
能
力
が
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
割
当
の
増
加
を
希
藍

す
る
者
に
割
り
当
て
ら
れ
る
。
も
し
苦
情
が
出
れ
ば
、
そ
の
希
望
者
の
人

数
に
応
じ
て
割
り
嶺
て
る
。
そ
の
方
法
は
、
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
ニ
四
の
躍
辞
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の
割
で
土
地
を
分
割
し
、
税
額
を
割
り
当
て
る
。

　
⑨
彼
ら
（
土
地
耕
作
春
）
に
は
、
現
物
租
（
仙
ρ
臥
げ
ρ
）
と
し
て
、
一
フ
ェ
ッ

　
ダ
ー
ン
に
つ
き
二
分
の
一
ア
ル
デ
ブ
の
小
町
と
ニ
ワ
イ
パ
の
大
麦
が
課
せ

　
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
ク
ロ
…
バ
…
に
は
現
物
租
は
な
い
。

こ
の
資
料
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
エ
ジ
プ
ト
の
税
務
行

政
単
位
と
し
て
も
っ
と
も
一
般
的
な
、
コ
プ
ト
人
の
村
落
共
同
体
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
は
、
こ
の
村
落
共
同
体
に
限
ら
ず

都
市
共
同
体
の
場
会
に
お
い
て
も
、
政
府
に
対
す
る
納
税
責
任
は
、

共
同
体
が
全
体
と
し
て
負
う
の
で
あ
る
。
ま
ず
q
ゆ
で
は
、
徴
税
法
の

大
原
則
が
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
村
落
の
負
担
税
額
を
決

定
す
る
要
素
は
、
そ
の
村
の
人
目
と
土
地
の
生
産
量
と
か
ら
な
り
、

し
た
が
っ
て
そ
の
た
め
に
、
税
務
調
査
、
す
な
わ
ち
戸
口
調
査
と
地

積
調
査
が
行
な
わ
れ
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
場
合
「
土
地
の
生
産
量
」
と

い
う
の
は
、
単
に
耕
地
面
積
や
そ
の
播
種
の
度
合
ば
か
り
で
な
く
、

洪
水
の
度
合
が
問
題
で
、
む
し
ろ
、
こ
れ
が
土
地
の
生
産
量
を
見
込

む
場
合
の
最
大
の
要
素
に
な
る
。
そ
う
し
た
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、

村
当
局
者
た
ち
が
合
議
に
よ
っ
て
共
同
体
と
し
て
の
分
担
額
を
査
定

し
、
こ
れ
を
上
級
の
行
政
官
庁
で
あ
る
｝
（
鴛
ρ
庁
（
県
庁
）
へ
提
示

す
る
。
む
ろ
ん
、
同
時
に
調
査
資
料
も
提
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
③
に
あ
る
よ
う
に
、
閃
母
9
の
政
庁
で
は
、
自
己
の
管
轄
馳
劾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

内
の
村
落
そ
の
他
が
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
た
分
担
査
定
額
を
総
合
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
0

各
共
同
体
で
不
公
平
の
な
い
よ
う
に
、
諸
村
の
代
表
者
と
と
も
に
ふ

た
た
び
各
村
の
分
担
割
当
額
を
決
定
す
る
。
こ
れ
に
は
圃
合
5
（
℃
貯

σq

ｮ
。
ξ
）
の
長
官
℃
タ
。
σ
Q
錠
。
げ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
資
料
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
時
に
唱
ρ
σ
q
霞
。
げ

は
、
さ
ら
に
上
級
の
官
庁
す
な
わ
ち
州
の
税
務
庁
に
、
さ
き
に
決
定

し
た
諸
村
の
割
当
額
を
通
報
し
た
と
み
な
さ
れ
る
。
ビ
ザ
ソ
ツ
時
代
、

エ
ジ
プ
ト
は
閃
σ
q
《
や
酔
伍
P
U
8
蜜
ρ
”
8
び
Φ
げ
鉱
α
讐
諺
彊
σ
q
蝦
ω
け
2
β
艮
O
P

≧
o
帥
象
ρ
の
五
州
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
ヨ
ハ
ネ
ス
の
記
事
（
冒
ぎ

這
軒
雷
）
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
　
こ
の
行
政
区
画
は
イ
ス
ラ
ー
ム
時

代
後
も
し
ば
ら
く
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
ア
ム
ル
の
第
一

次
総
督
時
代
に
は
、
ま
だ
ア
ル
・
フ
ス
タ
ー
ト
の
中
央
政
庁
は
設
立

さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
設
立
さ
れ
、
税
務
行
政
の
中
央
集
権
化
が

始
ま
る
の
は
、
第
二
代
総
督
．
諺
σ
侮
と
冨
げ
σ
■
ω
僧
、
α
（
在
位
二
五
i

三
五
年
）
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
（
ω
ρ
葭
葺
。
・
・
勺
ρ
押
α
2
）
。

　
一
方
、
犀
潤
声
の
官
庁
で
そ
れ
ぞ
れ
の
割
妾
額
の
決
定
を
受
け
た

村
の
代
表
者
ら
は
、
自
村
に
帰
り
、
今
度
は
実
際
に
村
民
の
各
個
人

に
税
額
を
割
り
轟
て
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
個
所
の
原
文
が
非
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常
に
誤
解
を
招
き
や
す
い
表
現
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
従
来
の
解
釈

に
は
無
理
が
あ
っ
た
。
㈲
に
あ
た
る
部
分
は
「
村
の
割
当
額
（
参
。
・
9

と
村
〔
の
賦
課
人
口
〕
お
よ
び
村
内
の
耕
作
地
の
σ
〔
霞
轟
と
を
合

致
さ
せ
、
そ
の
う
え
で
細
分
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ザ
霧
轟

に
つ
い
て
、
｝
○
桟
。
ン
雪
心
象
も
O
窪
器
簿
も
こ
れ
を
「
土
地
税
」

と
と
っ
た
た
め
、
非
常
に
苦
し
い
解
釈
を
し
て
お
り
、
ま
た
藤
本
氏

は
「
租
税
一
般
」
と
と
っ
た
が
、
そ
の
語
義
を
乱
用
し
た
た
め
、
飛

躍
し
た
解
釈
を
下
し
て
い
る
。
　
「
租
税
一
般
」
の
場
合
は
あ
く
ま
で

そ
の
意
味
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
り
、
氏
の
よ
う
に
、
さ
ら
に
こ
れ

を
「
村
自
体
の
必
要
経
費
と
し
て
の
諸
税
」
、
い
わ
ば
「
村
税
」
と
解

釈
す
る
の
は
行
き
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。
倉
庫
轟
》
に
は
「
地
組
」
や
「
租

税
一
般
」
の
ほ
か
、
　
「
現
金
税
」
の
意
味
が
あ
り
、
当
面
の
冨
鼠
⑬

の
語
も
そ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
「
現
金
税
」
と
い
う
の
は
、
⑨
に
出
る
《
血
霞
ひ
9
》
す
な
わ

ち
「
現
物
鋭
し
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
現
金
税
」
と
解
釈

す
る
と
、
匂
ゆ
図
の
部
分
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
課
税
の
対
象
は
「
人

間
」
と
「
土
地
」
と
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
σ
霞
轟

を
修
飾
し
て
い
る
語
句
「
村
お
よ
び
村
内
の
耕
作
地
」
の
最
初
の

「
村
し
の
部
分
に
は
、
「
賦
課
人
口
」
の
語
が
略
さ
れ
て
い
る
の
が
わ

か
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
現
金
税
は
人
頭
税
と
土
地
税
と
か
ら

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
村
全
体
と
し
て
の
現
金
税

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
村
に
与
え
ら
れ
た
割
当
額

（
ρ
曽
ω
ヨ
）
と
額
の
う
え
で
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

す
る
と
、
三
者
三
様
の
解
釈
を
さ
れ
て
し
ま
っ
た
動
詞
《
く
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
σ
q
鍛
白
玉
勲
》

は
「
合
計
す
る
」
と
か
「
当
て
は
め
る
」
と
か
「
あ
つ
め
る
」
な
ど

の
意
味
で
な
く
、
額
の
う
え
で
両
者
を
「
合
致
さ
せ
る
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
る
。
村
落
共
同
体
と
し
て
政
府
に
納

め
る
べ
き
税
そ
の
も
の
が
、
一
面
か
ら
見
れ
ば
割
当
額
《
ρ
霧
ヨ
》
と

な
り
、
ま
た
別
の
一
面
か
ら
見
れ
ば
現
金
戸
倉
錠
轟
》
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
も
の
で
な
く
、
ま
し
て
や
爾
者

が
額
の
う
え
で
「
合
計
」
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
「
割
当
」
と
い
っ
て
も
、
単
純
な
も
の
で
な
く
、
ま

た
コ
プ
ト
人
の
ま
っ
た
く
自
主
的
な
操
作
に
委
ね
ら
れ
る
の
で
も
な

く
て
、
各
納
税
者
に
割
り
当
て
る
場
合
で
も
、
あ
く
ま
で
人
頭
税
と

土
地
税
と
い
う
線
に
沿
っ
て
課
税
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
ア

ラ
ブ
征
服
者
は
、
徴
税
業
務
や
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
コ
プ
ト
人
の

自
主
に
委
ね
は
し
た
が
、
彼
ら
の
課
税
方
針
は
、
た
と
え
村
落
内
の

微
税
で
あ
っ
て
も
コ
プ
ト
人
に
無
心
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト

81 （413）



の
征
服
が
始
ま
っ
た
早
業
は
と
も
か
く
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
も
附

落
し
て
征
服
事
業
が
一
段
落
し
、
本
格
的
な
税
務
行
政
に
と
り
か
か

る
こ
ろ
に
は
、
ア
ラ
ブ
当
局
は
す
で
に
髪
頭
税
と
土
地
税
と
を
明
確

に
区
別
し
て
お
り
、
た
だ
両
者
を
併
わ
せ
て
、
一
本
の
「
現
金
税
」

と
し
て
徴
収
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
次
に
⑤
の
部
分
は
、
現
金
税
を
割
り
当
て
る
さ
い
の
い
わ
ば
但
書

で
、
村
全
体
の
耕
地
の
う
ち
、
村
落
共
同
体
の
経
費
を
充
当
す
る
た

め
の
土
地
は
、
非
課
税
地
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
控
除
し
た
こ
と
を
示

す
。
納
税
者
へ
の
割
当
は
、
⑥
⑦
に
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
農
耕
以
外

の
職
業
に
従
事
し
て
い
る
者
、
い
わ
ば
人
頭
税
の
み
を
支
払
う
表
に

対
し
て
行
な
わ
れ
、
次
に
そ
の
残
額
が
農
民
の
あ
い
だ
で
、
地
積
数

に
応
じ
て
分
割
さ
れ
る
。
「
残
額
の
汀
銭
轟
」
と
あ
る
倉
三
巴
》
も
、

む
ろ
ん
「
現
金
税
」
の
意
味
で
あ
る
。
農
民
も
や
は
り
人
頭
税
を
払

う
の
で
あ
る
が
、
農
民
と
土
地
と
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
た
め
、

人
頭
税
と
土
地
税
と
の
区
別
は
、
観
念
上
も
し
く
は
役
所
の
税
務
彫

上
の
こ
と
に
す
ぎ
ず
、
彼
ら
自
身
に
は
、
実
際
上
ほ
と
ん
ど
区
別
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
⑧
の
部
分
は
、
い
わ
ば
一
方
か
ら
見
れ
ば
農
民
、
他
方
か
ら
見
れ

ば
土
地
に
対
す
る
割
当
の
方
法
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
原
文
を
文

字
通
り
解
釈
す
る
と
、
土
地
は
す
べ
て
村
落
の
共
有
地
と
み
な
さ
れ

る
。
農
学
は
、
割
り
当
て
ら
れ
た
土
地
の
面
積
に
応
じ
て
土
地
税
を

支
払
う
と
と
も
に
、
人
頭
税
を
も
支
払
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
こ

の
現
金
税
の
ほ
か
に
、
⑨
に
あ
る
よ
う
に
、
割
り
当
て
ら
れ
た
地
積

数
と
、
一
フ
ェ
ッ
ダ
ー
ソ
当
た
り
二
分
の
一
ア
ル
デ
ブ
の
小
麦
プ
ラ

ス
ニ
ワ
イ
バ
の
大
麦
の
比
率
と
に
よ
っ
て
、
現
物
租
を
も
支
払
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
，
村
落
共
同
体
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

税
種
と
そ
の
構
成
を
略
述
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
共
同
体

全
体
と
し
て
は
、
村
の
教
会
等
の
維
持
費
と
ム
ス
リ
ム
の
款
待
費
ほ

か
が
あ
る
。
前
者
は
共
同
体
自
体
の
た
め
で
あ
か
、
後
者
は
ア
ラ

ブ
・
ム
ス
リ
ム
の
た
め
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
共
同
体
内
部
で
消

化
さ
れ
る
。
次
に
各
納
税
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
村
落
共
同
体
の
構

成
員
は
主
と
し
て
農
民
と
非
農
民
に
分
か
れ
る
が
，
非
農
民
は
人
頭

税
の
み
を
支
払
い
、
男
腹
は
人
頭
税
と
土
地
税
を
支
払
う
。
そ
し
て

非
農
民
の
人
頭
税
と
農
民
の
人
頭
税
お
よ
び
土
地
税
と
が
、
村
の
現

金
税
を
構
成
す
る
。
さ
ら
に
、
農
民
は
地
積
数
に
応
じ
て
現
物
租
を

も
支
払
う
が
、
さ
き
の
現
金
税
と
こ
の
現
物
租
と
が
ア
ラ
ブ
当
局
へ

送
付
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
図
式
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

82　（414＞
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共同体内消費

　
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
が
判
明
す
る
点
、
こ
の
資
料
は
き
わ

め
て
高
い
価
値
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
轟
然

の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
資
料
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
微
税
方
法
と
ビ
ザ

ソ
ツ
時
代
の
そ
れ
と
が
比
較
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
稿

で
は
も
は
や
そ
の
ゆ
と
り
が
な
い
の
で
、
た
だ
ビ
ザ
ソ
ツ
時
代
の
税

の
主
体
は
、
現
金
税
と
現
物
租
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
の
限
り
に
お

い
て
は
、
上
記
の
伝
承
の
徴
税
法
と
な
ん
ら
矛
盾
し
て
い
な
い
と
だ

け
述
べ
て
、
詳
細
は
の
ち
の
機
会
に
触
れ
た
い
。

五

　
さ
て
、
こ
こ
で
改
め
て
、
ム
ス
リ
ム
の
諸
伝
承
と
ヨ
ハ
ネ
ス
の
年

代
記
、
そ
れ
に
前
節
で
検
討
し
た
バ
カ
ム
①
の
伝
承
の
三
者
を
対
比

し
て
み
た
い
。
な
お
最
初
の
ム
ス
リ
ム
諸
伝
承
は
、
前
述
の
通
り
バ

カ
ム
⑤
と
バ
ラ
ー
ズ
リ
ー
⇔
。
α
ω
騨
、
　
ヤ
ア
ク
…
ピ
ー
の
ヨ
種
に
還

一75

ｳ
れ
る
。

　
ま
ず
、
ビ
ザ
ソ
ツ
時
代
の
税
制
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
共

通
す
る
点
は
「
現
金
税
」
の
存
在
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
が

下
女
の
問
題
解
決
の
糸
口
と
な
る
。
こ
の
現
金
税
が
人
頭
税
と
土
地

税
か
ら
な
っ
て
い
た
か
否
か
は
、
ヨ
ハ
ネ
ス
で
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、

「
人
頭
税
を
含
む
」
と
い
う
点
で
は
い
ず
れ
も
共
通
し
て
い
た
。
し

か
し
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
「
現
金
税
す
な
わ
ち
人
頭
税
で
、
土
地
税

を
奮
ま
な
い
」
と
い
う
意
味
に
置
き
か
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
疑
闘

で
あ
る
。
そ
う
し
た
断
定
を
し
て
い
る
の
は
バ
カ
ム
⑮
で
、
そ
の
第

函
条
件
は
〔
土
地
に
賦
課
は
な
い
」
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ

と
同
時
代
の
磯
震
置
σ
・
諺
玄
欄
9
玄
び
の
伝
承
で
は
、
い
ず
れ
も

こ
の
条
件
は
な
く
（
本
稿
6
0
、
6
7
頁
参
照
）
、
と
く
に
バ
カ
ム
㊦
で
は
、
土

地
税
の
存
在
は
明
白
で
あ
っ
た
。
土
地
非
課
税
の
規
定
は
、
バ
カ
ム

⑮
の
伝
承
者
．
O
び
9
《
O
》
嵩
9
1
ぴ
σ
．
諺
葺
α
勘
｛
錠
が
ス
ル
フ
理
論
を

固
執
し
、
同
時
に
コ
プ
ト
人
の
立
場
を
擁
護
す
る
う
え
か
ら
、
彼
葭
身

が
付
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
彼
の
い
う
「
ジ
ズ
ヤ
と
し
て

の
一
入
当
た
り
ニ
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
」
は
、
人
頭
税
の
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
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ル
と
土
地
税
の
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
と
に
分
極
化
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ム

ス
リ
ム
諸
伝
承
の
み
の
推
察
か
ら
も
い
え
、
ま
た
農
民
の
人
頭
税
が

一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
い
え
る
（
本
稿
6
9
頁
参
照
）
。

　
も
っ
と
も
、
非
農
民
の
場
合
、
土
地
税
は
支
払
わ
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
　
「
ジ
ズ
ヤ
の
ニ
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
」
は
、
現
実
に
は
そ
の
ま
ま

人
頭
税
を
意
味
し
た
と
み
な
さ
れ
る
。
た
だ
土
地
税
は
、
農
民
が
そ

れ
ぞ
れ
耕
作
す
る
地
積
に
応
じ
て
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一

人
当
た
り
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
ア
ラ
ブ
当
局

側
が
便
宜
上
想
定
し
た
額
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
そ
う
し
た
介
在
が
な

け
れ
ば
、
非
農
民
の
人
頭
税
を
ニ
デ
ィ
ナ
ー
ル
と
決
め
る
こ
と
も
で

き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
コ
人
当
た
り
ニ
デ
ィ
ー
ナ

ー
ル
の
ジ
ズ
ヤ
」
と
い
う
場
合
の
「
ジ
ズ
ヤ
」
は
、
農
民
、
非
農
民
い

ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
現
金
で
支
払
わ
れ
る
「
貢
納
」
を
意
味

し
て
お
り
、
ア
ラ
ブ
側
の
立
場
か
ら
の
名
称
に
す
ぎ
な
い
。
U
①
き
①
ヰ

の
よ
う
に
、
　
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
　
「
人
頭
税
」
と
解
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
ジ
ズ
ヤ
の
語
の
使
い
方
は
、
ウ
マ
イ
や
朝
に

お
い
て
も
引
き
続
き
　
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
上
エ
ジ
プ
ト
の

》
℃
冨
○
貸
8
出
土
の
パ
ピ
ル
ス
文
書
の
う
ち
、
各
村
落
に
宛
て
ら
れ

た
納
税
命
令
書
（
Φ
馨
粛
δ
コ
）
に
み
え
る
《
鰹
N
団
騨
》
も
、
そ
う
し
た

意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
ギ
リ
シ
ア
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
動
“
兼
魅
ミ
湊
（
麗
げ
｝
δ
㌶
軍
戸
）
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「
貢
納
」
が
、
ρ
霞
．
ご
ご
①
o
騨
震
の
唱
え
た
よ
う
な
単
純
な
も
の
で

な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
貢
納
は
、
征
服
の
さ
い
の
ス
ル
フ
で
は
一

定
額
と
さ
れ
て
い
た
が
、
ア
ラ
ブ
側
の
契
約
違
反
か
ら
、
征
服
が
一

段
落
す
る
ま
で
に
再
三
に
わ
た
っ
て
増
額
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
ヨ

ハ
ネ
ス
の
年
代
記
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
も
し
増
額
す
る
と
す

れ
ば
、
人
頭
税
は
一
人
当
た
り
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
固
定
し
て
い
る

か
ら
、
土
地
税
し
か
な
い
。
す
る
と
、
ア
ラ
ブ
の
征
服
者
が
想
定
し

た
土
地
税
一
人
当
た
り
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
と
い
う
額
は
、
増
額
の
結

果
と
み
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ラ
ブ
は
最
初
か
ら
一
人
当
た
り

一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
土
地
税
を
見
込
ん
だ
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
征
服
が
一
段
落
し
た
と
き
、
　
「
貢
納
」
は
人
頭
税
と
土

地
税
と
併
せ
て
ニ
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
「
貢
納
」

ジ
ズ
ヤ
が
、
の
ち
に
な
る
と
「
人
頭
税
」
の
意
味
に
置
き
か
え
ら
れ
、

土
地
税
は
別
途
に
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

こ
の
税
制
改
革
の
さ
い
に
、
ア
ラ
ブ
当
局
か
ら
地
積
当
た
り
の
課
税

率
が
捉
示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
カ
ム
④
の
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伝
え
る
段
階
で
は
、
土
地
税
は
地
積
数
に
応
じ
て
徴
戒
さ
れ
る
と
は

い
え
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
村
落
内
の
自
主
的
行
為
に
よ
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
課
税
率
そ
の
も
の
は
、
な
に
も
ア
ラ
ブ
側
か
ら
指
示
さ
れ

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
率
が
規
定
さ
れ
て
い
た
の
は
、
次
に

述
べ
る
現
物
租
に
つ
い
て
の
み
で
あ
っ
た
。

　
バ
カ
ム
㊥
で
は
、
現
物
租
（
α
僻
識
σ
斜
）
は
ム
ス
リ
ム
軍
の
款
待
費
な

ど
と
課
税
・
微
憩
い
ず
れ
の
う
え
か
ら
も
区
別
さ
れ
、
そ
の
う
え
小

麦
や
大
麦
の
穀
物
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
の

現
物
租
は
む
し
ろ
「
穀
物
税
」
と
し
た
方
が
適
切
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

前
述
の
納
税
命
令
書
類
に
出
る
《
α
㊤
昌
げ
欝
》
と
ま
っ
た
く
同
じ
概
念

を
も
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
現
物
租
の
規
定
は
、
ヨ
ハ

ネ
ス
の
年
代
記
や
ギ
リ
シ
ア
語
パ
ピ
ル
ス
文
書
が
伝
え
る
内
容
と
矛

盾
す
る
（
本
稿
7
6
－
7
7
頁
参
照
）
。
実
は
、
こ
の
矛
盾
は
年
代
的
梢
違
に

由
来
し
て
い
る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
で
は
、
小
麦
に
つ
い
て
は
不
明
で
、
ム

ス
リ
ム
軍
の
維
持
に
供
さ
れ
る
馬
草
、
牛
乳
、
蜂
蜜
、
果
実
な
ど
の

徴
発
の
事
実
し
か
わ
か
ら
な
い
が
、
同
晴
代
の
パ
ピ
ル
ス
文
書
に
よ

っ
て
、
こ
の
暴
発
の
基
準
は
、
あ
く
ま
で
ム
ス
リ
ム
軍
の
消
費
す
る

量
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
え
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ

れ
ら
両
史
料
の
示
す
征
服
の
途
次
、
お
よ
び
そ
の
直
後
の
時
代
で
は
、

ま
だ
現
物
租
に
証
す
る
税
法
は
確
立
せ
ず
、
戦
土
の
手
当
と
な
る
小

麦
で
さ
え
、
軍
事
徴
発
的
に
、
い
い
か
え
れ
ば
臨
時
付
加
租
と
し
て

徴
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
征
服
が
一
段
落
し
、
税
務
行
政
が
整
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
現
物
租
も
恒
久
的
な
税
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
、
保

存
・
輸
送
に
便
利
な
小
麦
と
大
麦
に
限
っ
て
こ
れ
を
《
似
欝
活
σ
ρ
》
と

し
、
そ
の
徴
収
率
を
も
決
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
現
物
租
の
微
熱
は
、

バ
カ
ム
㊦
の
前
文
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
む
ろ
ん
ピ
ザ
ソ
ツ
時
代
の

現
物
租
の
概
念
が
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
バ
カ
ム

①
と
や
ア
ク
ー
ビ
ー
と
で
は
、
こ
の
徴
収
基
準
が
地
積
と
産
額
で
相

反
す
る
が
（
本
稿
6
8
i
6
9
頁
参
照
）
、
ビ
ザ
ソ
ツ
の
制
度
や
後
世
の
そ
れ

か
ら
す
れ
ば
、
地
積
基
準
を
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
額
の
う
え
で
は
大
差
は
な
か
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
現
物
租
の
微
収
が
税
法
の
う
え
で
確
定
す
る
と
、
同
時

に
「
ム
ス
リ
ム
の
款
待
」
な
ど
の
概
念
も
明
瞭
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、

ま
だ
多
分
に
臨
時
肉
的
な
雑
税
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て
、
村
落
共

同
体
内
で
処
理
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
バ
カ
ム
①
に
み

え
る
村
落
内
で
の
場
合
も
含
め
て
、
以
上
の
よ
う
な
各
租
税
の
実
際

の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
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の
ち
の
機
会
に
触
れ
る
こ
と
に
し
、
最
後
に
、
あ
く
ま
で
ア
ラ
ブ
側

か
ら
み
た
課
税
基
準
と
い
う
こ
と
で
、
征
服
事
業
が
一
段
落
し
、
政

務
が
整
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
点
に
お
け
る
税
制
の
要
点
を
列

記
す
る
。

　
コ
プ
ト
人
村
落
共
同
体
の
場
合

　
一
、
税
の
主
体
は
現
金
税
と
現
物
租
か
ら
な
る
。
ア
ラ
ブ
当
局
は

　
前
者
を
「
質
納
」
と
み
な
し
て
、
《
σ
q
§
｝
歩
》
と
呼
び
、
後
巻
を

　
《
号
臨
9
》
と
呼
ぶ
。
こ
の
「
嘉
納
」
は
初
め
定
額
で
あ
っ
た
が
、

　
再
三
に
わ
た
り
増
額
さ
れ
た
も
の
。

　
二
、
現
金
税
は
、
農
民
の
場
余
「
人
頭
税
」
と
「
土
地
税
」
に
分

　
か
れ
、
前
者
は
馬
丁
一
人
当
た
り
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
、
後
者
は
岡

　
じ
く
平
均
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
を
支
払
う
。
た
だ
し
土
地
税
の
計
算

　
は
耕
地
．
面
積
を
基
準
と
し
、
両
者
は
一
括
徴
収
さ
れ
る
。
非
農
民

　
の
場
合
は
「
人
頭
税
〕
と
し
て
ニ
デ
ィ
…
ナ
ー
ル
支
払
う
。

　
三
、
現
物
租
と
な
る
穀
物
は
土
地
そ
の
も
の
に
か
か
り
、
単
位
面

　
積
（
フ
ェ
ッ
ダ
ー
ソ
）
当
た
り
の
一
定
比
率
を
も
と
に
、
地
積
数
に

　
応
じ
て
耕
作
農
民
か
ら
見
収
さ
れ
る
。

　
四
、
ム
ス
リ
ム
の
款
待
費
ほ
か
、
主
と
し
て
ア
ラ
ブ
軍
の
維
持
費

　
と
政
府
役
人
の
滞
在
費
な
ど
は
そ
の
都
度
村
落
（
も
し
く
は
瓢
萎
）

　
内
で
調
達
し
充
当
す
る
。

　
五
、
村
落
共
同
体
経
費
は
、
村
民
の
共
同
負
担
と
し
て
ア
ラ
ブ
当

　
局
に
関
係
な
く
、
村
当
局
に
よ
っ
て
微
収
・
支
弁
さ
れ
る
。

な
お
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
場
含
を
付
記
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
一
、
現
金
税
と
し
て
「
質
納
」
を
支
払
う
。
定
額
で
あ
っ
た
が
、

　
最
初
か
ら
コ
プ
ト
人
の
場
合
よ
り
重
く
、
し
か
も
再
三
に
わ
た
り

　
増
額
さ
れ
た
。

　
二
、
コ
プ
ト
人
村
落
の
場
倉
と
異
な
り
、
現
金
税
の
主
体
は
「
人

　
頭
税
」
で
あ
る
。
税
務
行
政
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
藏
治
に
委

　
せ
、
ア
ラ
ブ
側
か
ら
の
一
人
当
た
り
の
基
準
額
の
提
示
は
な
か
っ

　
た
。
各
市
民
へ
の
割
当
は
ビ
ザ
ソ
ツ
時
代
の
方
式
に
し
た
が
い
、
9

　
貧
蜜
に
よ
り
差
が
あ
る
。

　
三
、
二
五
年
の
叛
乱
以
後
に
お
い
て
も
、
貢
納
と
ア
レ
ク
サ
ソ
ド

　
リ
ア
の
自
主
的
微
税
の
原
則
は
変
ら
ず
、
こ
の
貢
納
額
も
ウ
マ
イ

　
ヤ
朝
初
期
ま
で
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
か
っ
た
。

　
①
本
稿
の
引
絹
乱
序
は
、
U
。
毒
。
茸
の
そ
れ
も
工
め
て
、
す
べ
て
筆
考
の
場
い

　
　
た
版
本
で
統
一
し
た
。

　
②
口
㊦
ヨ
お
簿
の
考
え
に
よ
る
と
、
讐
N
鴇
9
と
ケ
貧
轟
は
同
意
語
と
し
て
租
税

　
　
一
般
の
意
味
に
襲
い
ら
れ
た
が
、
｝
方
後
世
と
同
様
に
、
最
初
期
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

　
　
讐
N
《
ρ
は
「
入
頭
税
」
、
σ
舞
轟
は
「
地
磁
」
の
特
殊
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と

　
　
い
う
（
一
ニ
ー
～
三
、
七
五
…
七
七
頁
）
。
従
来
　
ノ
＜
〇
一
一
ゴ
帥
信
。
。
o
嵩
　
が
確
立
し
、
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ご
つ
①
o
醤
曾
ら
も
支
持
し
た
説
で
は
、
「
瞭
蔓
ρ
と
げ
錠
9
1
卿
は
も
と
同
意
謡
と
し

て
貢
納
を
意
味
し
た
が
、
二
世
紀
に
入
っ
て
し
ば
ら
く
し
て
警
ぢ
は
人
頭
税
、

　
げ
貴
轟
は
土
地
税
を
慧
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
扁
と
い
う
の
に
あ
っ
た
。

③
　
ア
ラ
ブ
史
家
た
ち
は
、
こ
の
湘
約
を
パ
ビ
獄
ソ
の
棚
下
と
し
て
気
え
て
い
る
の

　
で
あ
る
が
、
　
σ
魯
臨
。
算
は
あ
え
て
こ
れ
を
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
和
約
の
一
部

　
で
あ
る
と
し
た
。
そ
れ
が
課
り
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
前
稿
「
ア
ラ
ブ
の
エ
ジ

　
プ
ト
征
服
を
め
ぐ
る
諭
争
に
つ
い
て
」
（
『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
｝
四
号
、
　
一
九
六

　
五
年
六
月
）
で
述
べ
た
。
な
お
ヨ
ハ
ネ
ス
の
年
代
記
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う

　
に
、
バ
ビ
ロ
ン
城
塞
の
陥
落
と
、
　
バ
ピ
ロ
ソ
の
都
響
、
す
な
わ
ち
ン
頚
質
｛
巾
の

　
開
城
と
は
別
個
に
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
　
（
｝
o
プ
詳
お
…
o
縛
網
．
諺
導
勲
ヨ
爲
篇
”

　
い
跨
O
o
嵩
の
昌
簿
。
島
。
囲
、
ゆ
σ
q
賓
娼
畠
℃
戸
田
｝
＄
》
目
㊤
げ
霧
”
込
。
。
℃
9
穽
一
〇
．
図
。
〈
雀
。

　
璃
凶
簿
σ
蔦
疎
β
P
日
お
ρ
H
鷲
㎝
．
瓢
。
＜
㌔
り
㊦
9
）
、
「
バ
ビ
ロ
ン
の
和
約
」
は
む
し

　
ろ
マ
ミ
ス
ル
市
の
和
約
」
と
呼
ん
だ
方
が
適
切
で
あ
る
。

④
　
ま
っ
た
く
同
じ
内
容
の
抵
承
が
あ
る
が
、
一
二
七
頁
の
方
に
の
み
く
p
N
耳
9

　
》
げ
一
頃
伊
玄
σ
の
名
が
み
え
る
。
彼
は
最
初
の
　
殴
巴
》
《
帥
σ
■
鷺
ρ
密
家
国
β
と
岡

　
　
　
　
ロ

　
時
代
の
人
物
で
あ
り
、
一
般
に
鴫
p
気
圏
餅
か
ら
H
び
轟
い
慾
げ
ρ
賓
．
ρ
ら
が
伝
え
て

　
い
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
く
震
誌
の
名
は
誤
っ
て
か
あ
る
い
は
故
意
に
挿
入

　
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
9
。
，
ξ
警
H
藁
ω
。
。
…
》
ぎ
ぴ
間
く
弘
“
）
。

⑤
前
掲
拙
稿
六
七
一
七
一
頁
。

⑥
罎
乙
酬
”
巴
ゐ
銭
勲
（
拶
置
ω
”
お
O
G
。
）
噂
。
。
令
毬
…
≦
窄
。
急
．
”
き
び
帥
国
憲
酢

　
ρ
誉
住
押
（
巴
－
ρ
騨
三
吋
2
一
㊤
心
切
一
㎝
O
）
噂
コ
が
器
り
一
ω
9
む
僧
プ
孔
）
一
即
く
・
認
Q
。
　
＜
・

　
↑
“
“
O
Q
蕉
喝
口
官
長
H
q
Q
G
Q
”
H
押
㊤
刈
．

⑦
前
掲
拙
稿
七
二
頁
参
照
。

⑧
聾
｝
菖
号
貯
ω
で
は
、
イ
ブ
ソ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
。
バ
カ
ム
の
伝
承
を
そ
の
ま
ま

　
転
載
し
て
お
り
な
が
ら
、
　
U
①
巳
冨
ヰ
の
い
う
㈲
㈲
⑤
の
条
件
の
部
分
が
脱
落
し

　
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
　
図
艮
累
。
ン
ぼ
ω
の
蒔
代
の
実
情
か
ら
は
と
う
て
い

　
理
解
し
え
な
い
条
件
だ
っ
た
の
で
、
転
載
す
る
と
き
に
抹
消
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
点
、
と
く
に
G
Q
の
土
地
に
関
す
る
繍
分
の
脱
落
は
興
味
深
い
。

⑨
H
σ
湿
ω
即
．
岱
く
H
層
お
戯
1
の
9
豊
凶
昌
象
Φ
o
。
旧
心
曽
プ
ρ
窯
嵩
押
。
。
メ
ω
9
月
帥
α
穿
－

　
轟
げ
ご
幽
げ
押
戸
刈
ド
…
ω
二
甲
西
葺
回
▼
H
O
ど
帰
①
ド
．

⑩
¢
鋳
ρ
ヨ
ト
。
瞳
弧
鏑
ω
帥
、
山
≦
H
▼
お
二
塁
盈
ひ
ご
目
9
騎
胃
”
三
銭
ニ
ヒ
①
・

獣
⑪
　
同
げ
箒
ω
9
．
α
く
同
囲
押
掃
邸
Q
ゆ
．

へ
働
｝
　
純
朋
掲
拙
繍
帳
六
八
、
七
一
頁
。

〔
⑬
　
H
σ
コ
ω
9
、
α
＜
嵩
讐
ミ
悼
…
H
σ
二
ρ
翼
ρ
曳
げ
俘
”
9
一
シ
凄
唇
ユ
抽
（
巴
引
ρ
ρ
三
酵
・

　
細
り
①
O
）
樋
α
＝
…
8
p
瞬
ユ
σ
葺
伽
｝
H
ど
一
〇
恥
・

⑭
日
晶
凱
営
乙
二
瞬
噂
「
ま
伊

⑯
　
o
｛
．
ゆ
巴
9
1
伽
郎
箒
駿
り
σ
。
㎝
斜
”
伊
ア
切
巴
騨
幽
β
増
ご
》
5
の
卿
げ
巴
監
ρ
警
帥
戸
〈
〇
一
－
罫

　
（
ρ
∵
ρ
禦
げ
騨
2
一
Φ
㎝
㊤
）
レ
①
H
”
一
刈
刈
・

〔
⑯
　
一
．
　
諺
ヴ
帥
切
論
留
↓
＜
欝
N
胤
げ
．
｝
嬉
嬉
簿
び
笹
↓
綴
9
憎
二
巴
斜
σ
・
．
同
醇
風
節
跡

　
　
↓
．
諺
σ
ロ
〉
＝
帥
げ
9
＜
㊤
巴
α
（
議
ρ
一
肖
鱒
ヨ
鳴
縣
継
O
）

　
　
P
　
諺
ヴ
ロ
司
冒
帥
ω
↓
瓢
ρ
『
き
ρ
官
僧
9
　
．
H
資
『
二
二
↓
、
｝
一
）
α
〉
コ
伸
ザ
9
0
帥
罵
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
（
囲
げ
⇔
ω
ρ
．
島
＜
H
押
直
り
心
）

　
　
ら
。
．
　
〉
σ
帥
膨
騨
帥
ω
↓
渇
ρ
吋
ヨ
勲
一
騨
『
、
H
ヨ
同
帥
瓢
↓
．
重
げ
畠
》
諜
舞
げ
9
　
≦
ρ
プ
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
　
↓
目
σ
β
ω
㊤
．
一
山
斜
7
鵠
ρ
讐
α
節
昌
一
↓
〉
掴
ヨ
ρ
山
ヴ
’
節
ザ
頓
騨
ユ
謄
（
園
圃
p
α
団
0
刈
）

　
　
侮
．
　
跨
σ
⇔
娼
一
三
帥
ω
多
嵩
ρ
触
ヨ
餌
一
磐
σ
胴
．
ゴ
昌
昌
帥
昌
↓
．
》
げ
山
　
卸
＝
轡
げ
σ
．
ρ
一
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
ソ
R
自
σ
四
噌
ρ
H
ハ
↓
翼
ρ
．
一
営
　
げ
’
霞
田
5
気
節
α
↓
v
＜
鉱
窟
輪
転
げ
．
．
φ
一
三
，
ゆ
↓
囲
σ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
ρ
億
山
戸
戸
縣
（
第
三
費
㎝
刈
）

⑰
　
晶
朗
掲
拙
…
繍
燗
六
二
百
以
律
†
表
参
照
。

⑱
巴
高
筈
鍵
ご
蒙
韓
σ
同
9
二
無
鉱
病
目
参
鼠
．
矯
蝕
・
ト
ω
。
剛
μ
9
。
窯
λ
び
㊦
三
。
ρ

　
お
ω
ω
）
る
蕊
…
〉
げ
嘱
目
伽
害
｛
”
回
く
搾
9
、
σ
巴
－
鵜
診
『
帥
魯
（
巴
摩
ρ
驚
ζ
吋
p
・
お
総
¢
）
矯

　
鱒
9
悼
Q
Q
・
も
◇
㎝
…
ρ
β
匹
四
営
偶
”
丙
諄
助
げ
鷲
－
戟
㊤
門
帥
目
弾
斜
－
m
葺
騨
．
簿
巴
‘
閣
二
三
げ
2

　
（
窯
Q
Q
匙
⑦
鍵
b
コ
尋
一
δ
葬
⑪
の
自
o
Z
鋤
挫
隔
。
鋤
巴
。
・
》
難
σ
o
蓄
ミ
）
・
8
げ
“
o
熱

　
く
餌
ヴ
矯
騨
ダ
》
伍
9
ヨ
”
囚
一
飯
σ
巴
－
¢
四
昌
鰹
（
ρ
一
一
（
々
帥
｝
ρ
一
吋
9
り
　
一
も
Q
蒔
“
瓢
）
・
嵩
・
錠
I

　
　
N
さ
⊃
・

⑲
一
門
筈
ρ
菖
同
く
讐
謡
9
。
幽
．
≧
）
帥
．
d
σ
国
費
峯
霞
プ
巴
，
酔
き
謹
斜
（
ρ
で

　
ρ
舞
プ
｛
吐
ρ
▼
一
も
◎
窃
ω
麟
．
ど
掃
艦
邸
．

⑳
）
ρ
雷
畠
b
d
㊦
o
ガ
霞
”
U
δ
団
解
悟
3
ゲ
彪
⇒
σ
q
＜
o
膨
．
Q
鐙
葺
雷
血
¢
ρ
励
餅
懲
目
9
冨
侮

　
言
〉
σ
q
唄
鷲
¢
戸
H
ω
㌶
篇
切
欝
a
o
鈍
（
ぴ
。
弓
瞬
一
σ
q
”
お
ト
。
令
ω
悼
）
・
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⑳
　
払
削
掲
拙
柵
構
六
八
、
七
　
頁
。

⑫
　
H
げ
旨
ω
騨
、
α
＜
＝
”
餌
ご
ω
償
団
口
露
押
H
津
“

⑬
　
前
掲
拙
稿
六
八
頁
。

⑳
　
回
げ
ψ
o
ワ
p
．
⇔
＜
目
H
賜
8
◎
。
回
ω
O
緒
二
質
が
ド
戸
も
。
■

⑮
　
切
巴
帥
O
躍
㌶
⇒
。
α
濠
（
ワ
誤
α
）
は
こ
の
伝
承
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
一
村
で
は
な
く
、
「
エ
ジ
プ
ト
の
畏
」
に
．
斜
げ
α
が
あ
る
と
し
、
し
か
も

　
六
条
件
の
う
ち
の
「
増
税
さ
れ
な
い
こ
と
」
と
い
う
句
が
、
　
「
彼
ら
に
は
増
税
さ

　
れ
る
こ
と
の
な
い
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
を
課
し
た
」
と
な
っ
て
い
て
、
後
世
の
意
見
に
都

　
合
の
よ
い
よ
う
に
、
内
容
を
完
全
に
歪
曲
し
て
あ
る
。

⑳
　
嶋
田
襲
平
「
ム
ハ
ソ
マ
ド
の
租
税
調
度
」
　
（
『
史
学
雑
誌
』
第
六
十
九
編
第
十

　
号
）
参
照
。

⑳
嶋
田
襲
平
・
「
大
征
服
時
代
の
ア
ル
・
サ
ワ
ー
ド
の
ス
ル
フ
」
（
『
中
央
大
学
文
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
部
紀
要
』
一
四
）
八
八
一
九
〇
頁
参
照
。

⑳
　
o
h
。
U
o
翻
鵠
ω
窪
”
o
げ
輿
℃
什
曾
H
＜
り
g
Q
嘱
ユ
拶
．

⑲
　
o
や
菊
．
切
①
ヨ
。
ロ
岱
。
ロ
”
℃
甲
唱
団
H
q
ω
O
話
8
山
、
》
℃
o
＝
ひ
昌
。
。
・
〉
冨
◎
（
い
㊦

　
O
鉱
屋
”
罎
α
Q
o
）
、
8
ρ

⑳
　
両
国
搾
帥
罎
b
。
お
も
こ
蝋
。
｝
彰
ド
㊤
窃
”
O
メ
×
鴨
。
。
ド

⑳
　
イ
ラ
ー
ク
の
場
合
に
つ
い
て
は
嶋
田
「
大
徳
服
時
代
」
九
四
頁
参
照
。

⑫
　
o
捗
U
o
舞
5
Φ
窪
’
9
護
や
9
増
H
＜
噸
ω
蜜
同
凶
帥
…
ダ
O
ρ
器
。
昌
”
感
犀
㊦
餌
q
日
一
巳
。
・
－
、

　
嘗
㊤
鉱
。
昌
。
乱
切
黒
N
拶
ロ
鉱
昌
。
門
戸
血
①
甲
蔦
《
》
霞
σ
℃
巴
①
ω
伴
ヨ
。
℃
（
》
σ
q
k
℃
9
ω

　
Q
σ
b
っ
b
H
O
O
b
⊃
）
、
①
ρ

　
　
前
掲
拙
稿
七
二
i
七
一
一
一
頁
参
照
。

⑭
　
こ
れ
は
も
と
も
と
ギ
リ
シ
ア
語
で
書
か
れ
た
が
、
の
ち
そ
れ
が
ア
ラ
ビ
ア
語
訳

　
さ
れ
、
さ
ら
に
十
七
世
紀
初
に
、
そ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
本
か
ら
エ
チ
オ
ピ
ア
諮
訳

　
さ
れ
、
現
在
は
そ
の
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
も
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
本
も
敬
秩
し
て
、
エ
チ

　
オ
ピ
ア
語
論
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
そ
の
う
え
残
念
な
こ
と
に
、
翻
訳
過
程
中

　
に
省
略
個
駈
や
脱
漏
部
分
な
ど
が
で
き
た
り
し
て
、
不
完
全
な
も
の
に
な
っ
て
い

　
る
。

⑳
　
o
h
’
日
。
げ
旨
℃
■
諜
い

醗
　
セ
ペ
ル
ス
で
は
、
ミ
ス
ル
市
の
主
だ
っ
た
入
目
が
．
ア
ム
ル
と
契
約
（
げ
ず
傷
）
を

結
び
、
コ
プ
ト
人
は
保
護
を
得
た
が
、
ロ
ー
マ
入
は
減
ぼ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
（
ω
騨
宅
冒
側
ω
”
勺
○
り
押
お
麻
）
。

⑰
　
前
掲
拙
稿
七
ニ
ー
七
三
頁
。

磯
　
前
掲
拙
稿
七
一
一
七
二
百
ハ
参
照
。
イ
ブ
ソ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
バ
カ
ム
記
載
の
ア

　
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
征
服
の
記
事
は
、
い
ず
れ
も
後
世
の
、
実
際
的
に
は
ほ
ぼ
ウ
マ

　
ル
ニ
世
前
後
ご
ろ
の
意
見
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
そ
れ
ら
の
伝

　
承
で
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
賦
課
を
事
実
に
反
し
て
含
霞
轟
》
だ
と
伝
え

　
て
い
る
。
一
方
コ
プ
ト
人
の
賦
課
に
つ
い
て
は
識
冒
饗
》
の
語
が
絹
い
ら
れ
て

　
い
る
が
、
彼
ら
の
賦
諜
も
の
ち
に
は
含
賀
品
》
で
示
し
、
鰹
N
《
ρ
は
純
然
た
る

　
人
頭
税
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
も
、
ア
レ
ク
サ
ソ
ド
リ

　
ア
の
武
力
徒
服
説
は
早
く
か
ら
生
ま
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。

⑲
　
た
だ
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
和
約
の
一
条
件
で
あ
っ
た
教
会
不
可
侵
は
、

　
ア
ム
ル
の
在
位
中
忠
実
に
守
ら
れ
、
教
会
の
財
藍
か
ち
は
何
も
取
ら
れ
な
か
っ
た

　
と
い
う
（
｝
o
プ
昌
b
。
O
ρ
O
×
×
”
G
。
）
。
　
こ
の
点
は
、
そ
の
後
教
会
領
も
課
税
さ
れ

　
た
事
実
と
対
照
を
な
し
て
い
る
。

⑳
。
断
し
。
ぎ
お
悟
O
⑨
O
×
メ
』
㊤
る
O
ρ
O
据
区
H
淑
…
辞
葱
讐
。
・
噛
℃
ρ
＜
り

　
α
b
Q
…
園
0
ヨ
O
置
山
O
鄭
㎝
●

⑳
）
．
》
「
O
同
。
貯
5
p
コ
嵩
”
鳩
δ
旨
枠
7
0
藝
〇
二
α
o
隔
｝
霞
三
〇
℃
帥
℃
冤
二
、
（
O
巴
同
P

　
這
認
γ
ほ
。
。
占
0
　
原
文
そ
の
も
の
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
　
℃
国
犀
司
譜
。

　
ま
9
G
R
㎝
メ
㎝
紹
類
⑦
O
諭
貧
も
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
よ
う
な
徴
発
命
令
書
で
あ
る
。

⑫
　
た
だ
し
℃
国
幻
凋
類
。
凱
銀
で
は
、
一
ア
ル
デ
ブ
と
三
分
の
一
が
支
給
さ
れ
て

　
い
る
。

⑬
　
ム
ス
リ
ム
史
料
で
、
つ
ね
に
法
舗
上
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
て
描
か
れ
る
「
戦

　
利
品
」
に
つ
い
て
は
、
逃
亡
し
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
財
産
を
戦
利
晶
と
し
て
没
収

　
し
た
こ
と
（
｝
O
げ
コ
　
H
o
o
ト
Q
讐
O
区
一
く
’
H
）
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
遠
征
な
ど
か
ら
得
た

　
戦
利
品
を
戦
士
た
ち
に
分
配
し
た
こ
と
（
匂
。
｝
旨
同
Q
。
ω
”
○
メ
＜
”
A
）
な
ど
が
繁
ら

　
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
戦
利
品
に
土
地
も
含
ま
れ
て
い
た
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Slzo－slzin’s　“．Ketsumyafeu－mon］’u一　”　aRd　Shinran’s　・group

　　　　　　　　　　especialiy　based　on　the　newly

　　　　　　　　　　　　　found　texも‘Rθπんδ露Manuscripピ

　　　　　　by

Takehiko　Furuta

　　It　has　been　．　generally　acl〈nowledged　hitherto　that　“　Shmranshytinin’　’s

Ketsumpaku一窺。勿銘”親難聖人引解文集is　a　literature　which　waslfalsified

by　y読09α¢ε横曾根group．．However，　after　a　compa照tive　study　qf

the　old　various　manuscripts，．　especially　through　tlie　intensive　criticiSm，

of　newly．found　text“R6嬬生鮮光寺Manuscript”，　we　came　to　an．

evident　conclusion　that　the　literature　was　a　compiled　book　by　Shjshin

性儒him＄elf　wね。　was　the　leader　of　the　Shinran’∫親驚group　in　Kantδ

wa一＊’．’　dlstrict．　The　fOllowing　facts　may　be　poSsitiveiy　proved：

　　1）“Senrinj．i専淋寺M．anuscript”ls　undoul）tedly　a．　falsified　text呈n

wlklch　a　pbrtion　of　the　so－ealled　‘Succession　through　Three　Generations’

．三代回持．waS　intentionally　inSer総d．

　　2）“議露恵空Manuscript”too，　contains　several　fallacies　in　lts海一

portant　parts．

　　3）　Besides，　tkere　a’1’e　many　fallacies　and　omissions　in　all　the　pro－

vai｝ing　texts　on　which　we　depend　up　to　now．

　　4）　lt　was　Shbshin’s　most．　sencere　intention　in　his　“Ketsu－myaleuL．

inoni，di”，　that　each　menber　in　the　Shinran’s　group　had　to　succesS

‘KOp9δ一shinj’in’金剛信心　（the　firm　belief）as　the　religious鍵adition

namβd‘Ketsumツafeu’血fj氷．

The　Taxation　System　of　Egypt　under　the　Arab　Conquest

　　　　　　by

Mal〈oto　Shimizu

　　Abo“t　the　history　of　taxatlon　system　in　early．lslam　D．　C．　Dennett

has　ieft　his　va1Uable　worksi　though　his　Study　ha＄many　weak、points

from　the． b?ｇｉｎｎｉｈｇ，　for　he　used　M廿slim　hadith　1圭terature　without．．　any
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
criticism　and　he　gave　iitt！e　attention　to　the　historica！deve隻opment　of

the　taxation　system　from　the　beginning　of　the　conquest　to　the　middle

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（486）



period　of　the　Umayyads．

　In　this　article，　consklering　the　speciality　in　the　hadith　literature

and　making　the　best　of　h’istorical　works　by　the　conquered　Christians，

the　auehor　explains　what　system　of　taxation　was　established　in

Egypt　under　the　Arab　conquest．

A　Mental　Climate　of　American　Progressivism

　　　　　　　the　Role　ef　Gladden　in　Social　Gospel

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　I〈ayol〈o　Kodama

　　The　Social　Gospel　movement，　formed　in　response　to　the　challenge

of　the　industrialism　and　of　scientific　thoughts　given　to　American

Christendum　during　the　half　century　after　the　Civil　War，　was　pu＄hed

forward　by　many　ministers　（mainly　ProtestanO　with　various　incli－

nations　that　ranged　from　con＄ervatives，　rad’icals　and　middle－of－the－

roadists．

　　Washington　Gladden，　commonly　called　“　the　father　”　or　a　“　pioneer　”

of　the　Social　Gospel，　was　essentially　a　man　of　the　middle－of－the－road，

and　may　be　called　a　representative　Social　Gospeler　as　well，　because，

his　views　ancl　proposals　were　mostly　taken　into　the　i912　Formulation

of　the　Programs　of　the　most　representative　organization　of　the　Social

Gospel，　i．　e．，　the　Federation　of　the　Churches　of　Christ　in　America．

　　Accepting　the　major　achievements　o’f　the　Higher　Criticism，　Gladden

emphasized　the　importance　of　realizing　the　rlghteousness　and　the　law

of　love　taught　in　the　Bible，　and　gave　the　incentive　and　the　ultimate

goai　for　the　soclal　reform　from　the　religious　dimension．　He　made

use　of　the　evolutionism　to　inculcate　the　optimistic　faith　in，　and　the

sense　of　duty　for，　progress．　Speal〈ing　for　the　rights　of　the　laborers

and　the　poor，　he　preached　that　cooper4tion　was　better　than　com－

petition　and　that　more　public　control　and　supervision　should　take　the

place　of　laissez－faire．　Thus　｝ie　helped　smoothen　the　way　of　America

towards　the　revised　capitalism　and　the　social　welfare　state，　and

contributed　to　the　institutionalization　and　combination　of　the　churches

in　America　in　the　process　of　their　adaptation　to　modern　society．
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